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は じ め に

鳥取県における!がん検診"は、胃集団検診（胃集検）事業が嚆矢であります。昭和
３７年、エーザイ株式会社の検診車を利用して、鳥取大学医学部第２内科の有志によるモ

デル事業が開始され、施設検診としては昭和３９年鳥取県立厚生病院においてＸ線テレビ

のモニター写真による検診が試行されています。

昭和４１年１１月、鳥取県対がん協会により全県的に胃集団検診事業が本格的にスタート

しました。さらに、昭和４４年９月には東・中・西部医師会に胃集検フィルム読影委員会

が設立され、胃集検に普及に対応するフィルム読影の体制が確立されました。

更に、子宮がん検診は医療機関での施設検診として昭和４２年より実施されており、こ

れらの事業は、昭和４６年に鳥取県健康対策協議会（健対協）が発足して、胃がん検診、

子宮がん検診とも、対策専門委員会を設け、健対協事業として衣替えをしています。

また、昭和５８年に老人保健法が施行され、昭和６３年に肺がん、乳がん検診が、平成４

年には大腸がん検診が、また、平成７年度からは鳥取県独自の事業として肝臓がん検診

が開始され、現在、健対協事業として６項目のがん検診を制度化しています。

全国に先駆けて行った肝臓がん検診は平成１２年度で終了する予定でありましたが、国

の動きとして、平成１２年１１月に「肝炎対策プロジェクトチーム」の設置、「肝炎対策に

関する有識者会議」の開催など、肝臓がん対策についての検討が本格的に進められてお

り、肝臓がん検診及び陽性者へのフォローアップを実施している本県の先進的な取り組

みに対して注目されています。

他方、昭和５９年に県に成人病検診管理指導協議会が設置され、各がん検診の精度管理

を指導してきましたが、昭和６３年からこの事業が健対協に委託され、対策専門委員会と

検診管理指導協議会各部会との合同委員会を開催し、精度管理の向上に努めてまいりま

した。

特に平成７年度からは、精密検査登録指定医療機関においては、検診従事者講習会へ

の出席の義務化や医療装置の整備を段々と厳しくしているところであります。

平成６年度に、がん検診の精度向上を一層高めるため、「がん検診精度確保事業」が

施行されました。その事業の一環として各がん検診に関する全ての記録を一括してまと

め、鳥取県におけるがん検診の実態を総括する意味で平成７年３月に第１報を発刊いた

しまいた。今回は第７報となります。

平成１０年度からはがん検診事業費が一般財源化され、市町村の自主判断に委ねられま

したが、がん検診の継続と推進のための鳥取県がん検診推進協議会が設置されました。

本書は不備な点もあるかと思いますが、精度管理向上の一助となれば幸いです。

平成１３年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 長 田 昭 夫



目 次

Ⅰ．鳥取県健康対策協議会の構成及び組織図………………………………………………１

Ⅱ．平成１１年度各がん検診事業実績

１．胃がん検診………………………………………………………………………………３

２．子宮がん検診……………………………………………………………………………１３

３．肺がん検診………………………………………………………………………………２２

４．乳がん検診………………………………………………………………………………３８

５．大腸がん検診……………………………………………………………………………４６

６．肝臓がん検診……………………………………………………………………………５９

７．全国がん検診実績との比較……………………………………………………………７３

Ⅲ．平成１２年度各がん検診従事者講習会及び症例研究会開催状況

１．胃がん検診症例研究会報告……………………………………………………………７９

２．子宮がん検診症例研究会報告…………………………………………………………８１

３．肺がん検診症例研究会報告……………………………………………………………８２

４．乳がん検診症例研究会報告……………………………………………………………８５

５．大腸がん検診症例研究会報告…………………………………………………………８７

６．肝臓がん検診症例研究会報告…………………………………………………………８９

７．各地区がん検診症例検討会開催状況…………………………………………………９２

Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について……………………………………………９３



�

�

� �
�

�

鳥
　
取
　
県
�

（
運
営
）
�

（
計
画
・
実
施
）
�

循
環
器
疾
患
等
対
策
専
門
委
員
会
�

胃
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
（
胃
が
ん
検
診
読
影
）
�

子
宮
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

肺
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

乳
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

大
腸
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
（
大
腸
が
ん
注
腸
読
影
）
�

が
ん
登
録
対
策
専
門
委
員
会
�

脳
卒
中
登
録
対
策
専
門
委
員
会
�

� 肝
臓
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

� 母
子
保
健
対
策
専
門
委
員
会
�

若
年
者
心
臓
検
診
対
策
専
門
委
員
会
（
心
電
図
判
読
）
�

公
衆
衛
生
活
動
対
策
専
門
委
員
会
�

疾
病
構
造
の
地
域
特
性
対
策
専
門
委
員
会
�

地
域
医
療
研
修
及
び
健
康
情
報
対
策
専
門
委
員
会
�

（
細
胞
診
判
定
）
�

（
胸
部
Ｘ
線
判
定
）
�

委 員 委 嘱�

協 議 結 果 報 告�
報 告�

指 導�

指 導�

検 診 委 託�市
町
村
�

検
診
機
関
�

（
保
健
事
業
団
等
）
�

調 査�

指 導�

委
　
託
�

委
　
託
�

成
人
病
検
診
管
理
指
導
協
議
会
�

（
成
人
病
登
録
評
価
部
会
）
�

総
合

部
会

�
循
環
器
疾
患
等
部
会
�

胃
が
ん
部
会
�

子
宮
が
ん
部
会
�

肺
が
ん
部
会
�

乳
が
ん
部
会
�

大
腸
が
ん
部
会
�

�

（
15
人
）
�

（
８
人
）
�

（
８
人
）
�

（
８
人
）
�

（
８
人
）
�

（
８
人
）
�

（
８
人
）
�

肝
臓
が
ん
抑
制
対
策
評
価
委
員
会
（
９
人
）
�

委
　
託
�
母
子
保
健
対
策
協
議
会
（
８
人
）
�

鳥
取
県
健
康
対
策
協
議
会
�

理
　
事
　
会
�

鳥
取
大
学
医
学
部
�

鳥
取
県
医
師
会
�

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
�

専
門
委
員
会
�

Ⅰ
．
鳥
取
県
健
康
対
策
協
議
会
と
成
人
病
検
診
精
度
管
理
組
織
図

（
昭
和
４６
年
１
月
２６
日
発
足
）

―
１
―



Ⅱ．平成１１年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成１１年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市

町村が把握している人数）は１７４，０２１人で、このうち受診者数は３９，７８３人（車検診：

２２，３６９人、施設検診：１７，４１４人）で、受診率は２２．９％であった。平成１０年度より受診者

数は１，３８２人減少し、受診率は１．１ポイント減少した。受診者数、率とも減少傾向である。

また依然市部の受診率が低い。

車検診が占める割合が、平成１０年度に引き続いて６割を割った。また、一次検診受診

者の経年受診率は５７．６％であった。

要精検者数は６，４６４人（車検診：２，９９２人、施設検診：３，４７２人）、要精検率は１６．２％（車

検診：１３．４％、施設検診：１９．９％）で、前年度と比べ要精検率は２．１ポイント減少している。

このうち、精密検査を受診したのは、４，８９４人、精検受診率は７５．７％で、前年度と比

べ０．３ポイント増加している。

精検結果は胃がん８２人、胃がん疑い８人、がん発見率は０．２３％であった。

年代別にみると、受診率は６５～６９歳、要精検率、がん発見率は８０歳以上がそれぞれ最

も高かった。

平成１１年度の全国平均は受診率１３．１％、要精検率１１．９％、がん発見率０．１７％である。

鳥取県の受診率は全国第１２位で、要精検率、がん発見率はともに全国平均を上回ってい

る。

２．胃がん検診発見胃がん追跡調査結果
平成１１年度に発見された胃がんまたは胃がん疑いについて追跡調査を行った。その結

果、確定胃がん数は８２例（車検診３９例、施設検診４３例）であった。

このうち、切除例数は７７例（うち内視鏡切除８例を含む）で、内訳は早期癌５２例（車

検診２３例、施設検診２９例）、進行癌３０例（車検診１６例、施設検診１４例）で早期癌率は

６３．４％で、平成１０年度より約７％も低かった。

男性５８例・女性２４例で、年齢別にみると、男女とも７０～７９歳のがん発見が多かった。

早期胃がんの肉眼分類はⅡcが５０．０％、進行癌の肉眼分類はBorrⅡ型が３０．０％と多

かった。

切除例の深達度は「tl」が６２．２％を占めた。また、切除例の大きさは、直径２㎝以内

が３８．４％で、特に車検診では４８．６％で、昨年度より小さな癌が多く発見された。

東部地区の発見がん率が０．１３７％と低い。これは、鳥取市の精検受診率が６６．５％と低

いこと、特に施設検診の精検受診率が低いことが影響しているのではないかと思われる。

―３―



（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
６ 年 度

平 成
７ 年 度

平 成
８ 年 度

平 成
９ 年 度

平 成
１０年 度

平 成
１１年 度

一次検診

対 象 者 数（人） １７７，０３７ １７６，８１６ １８３，６６２ １７５，６１２ １７１，２５０ １７４，０２１

受 診 者 数（人） ４７，６４３ ４６，９２３ ４４，８３１ ４４，１９２ ４１，１６５ ３９，７８３

受 診 率（％） ２６．９ ２６．５ ２４．４ ２５．２ ２４．０ ２２．９

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ３７，５２４ ３７，４２１ ３６，０７２ ３５，７８２ ３３，６３９ ３３，３１９

要 精 検 者 数（人） １０，１１９ ９，５０２ ８，７５９ ８，４１０ ７，５２６ ６，４６４

要精検者の割合（％） ２１．２ ２０．３ １９．５ １９．０ １８．３ １６．２

精密検査
受 診 者 数（人） ８，００４ ７，４０４ ６，６５９ ６，５２３ ５，６７１ ４，８９４

受 診 率（％） ７９．１ ７７．９ ７６．０ ７７．６ ７５．４ ７５．７

精密検査
結 果

胃がん又はがんの疑
いのある者 （人） １３７ １２１ １１４ １０３ ９５ ９０

胃がん発見率（％） ０．２９ ０．２６ ０．２５ ０．２３ ０．２３ ０．２３

（２） 平成１１年度胃がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一 次 検 診
受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ７４４ １，３２６ １３２ １２１ ６１２ １，２０５ １７．７ ９．１

４５～４９ ９１７ １，７４２ １７２ １８３ ７４５ １，５５９ １８．８ １０．５

５０～５４ １，１０７ ２，５１３ ２５４ ２８９ ８５３ ２，２２４ ２２．９ １１．５

５５～５９ １，０７８ ３，０８１ ２０２ ３６８ ８７６ ２，７１３ １８．７ １１．９

６０～６４ ２，０４１ ４，４１７ ４４６ ５２８ １，５９５ ３，８８９ ２１．９ １２．０

６５～６９ ３，０３６ ５，２３９ ６７０ ７４５ ２，３６６ ４，４９４ ２２．１ １４．２

７０～７４ ２，７８０ ４，１７８ ６３１ ６４６ ２，１４９ ３，５３２ ２２．７ １５．５

７５～７９ １，５３５ ２，２２０ ３３９ ３６６ １，１９６ １，８５４ ２２．１ １６．５

８０歳以上 ８１２ １，０１７ １７８ １９４ ６３４ ８２３ ２１．９ １９．１

計 １４，０５０ ２５，７３３ ３，０２４ ３，４４０ １１，０２６ ２２，２９３ ２１．５ １３．４

合 計 ３９，７８３ ６，４６４ ３３，３１９ １６．２

―４―



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

４０ ～ ４４ ７８ ８１ ５９．１ ６６．９

４５ ～ ４９ １０９ １４２ ６３．４ ７７．６

５０ ～ ５４ １４１ ２３２ ５５．５ ８０．３

５５ ～ ５９ １４６ ２８６ ７２．３ ７７．７

６０ ～ ６４ ２９４ ４３３ ６５．９ ８２．０

６５ ～ ６９ ４９４ ６００ ７３．７ ８０．５

７０ ～ ７４ ５０８ ５２３ ８０．５ ８１．０

７５ ～ ７９ ２６８ ２８６ ７９．１ ７８．１

８０歳 以 上 １３７ １３６ ７７．０ ７０．１

計 ２，１７５ ２，７１９ ７１．９ ７９．０

合 計 ４，８９４ ７５．７

年 齢

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２６ ４３ ５２ ３８ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ３１ ６５ ７６ ７５ ０ ０ ２ ２ ０．２１８ ０．１１５

５０～５４ ４１ ９５ ９７ １３７ １ ０ ２ ０ ０．２７１ ０．０００

５５～５９ ４３ ９７ １０１ １８９ ０ ０ ２ ０ ０．１８６ ０．０００

６０～６４ ８０ １４８ ２１０ ２８５ １ ０ ３ ０ ０．１９６ ０．０００

６５～６９ １２７ ２０５ ３５５ ３８８ １ ０ １１ ７ ０．３９５ ０．１３４

７０～７４ １３８ １７６ ３４７ ３３９ １ １ ２２ ７ ０．８２７ ０．１９１

７５～７９ ６６ ９５ １９１ １８６ ０ １ １１ ４ ０．７１７ ０．２２５

８０歳以上 ３３ ４２ １００ ８７ ０ ２ ４ ５ ０．４９３ ０．６８８

計 ５８５ ９６６ １，５２９ １，７２４ ４ ４ ５７ ２５ ０．４３４ ０．１１３

合 計 １，５５１ ３，２５３ ８ ８２ ０．２２６

―５―



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一 次 検 診
受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７，８６６ １４，５０３ １，５０６ １，４８６ ６，３６０ １３，０１７ １９．１ １０．２

病 院 １，８６７ ３，２４１ ５９５ ７２１ １，２７２ ２，５２０ ３１．９ ２２．２

診 療 所 ４，３１７ ７，９８９ ９２３ １，２３３ ３，３９４ ６，７５６ ２１．４ １５．４

計 １４，０５０ ２５，７３３ ３，０２４ ３，４４０ １１，０２６ ２２，２９３ ２１．５ １３．４

合 計 ３９，７８３ ６，４６４ ３３，３１９ １６．２

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

保健事業団 １，０８４ １，２４０ ７２．０ ８３．４

病 院 ４００ ５００ ６７．２ ６９．３

診 療 所 ６９１ ９７９ ７４．９ ７９．４

計 ２，１７５ ２，７１９ ７１．９ ７９．０

合 計 ４，８９４ ７５．７

一次検診
機 関

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ２９２ ４８１ ７６２ ７４９ ３ １ ２７ ９ ０．３８１ ０．０６９

病 院 １３２ ２０５ ２６４ ２９２ １ １ ３ ２ ０．２１４ ０．０９３

診 療 所 １６１ ２８０ ５０３ ６８３ ０ ２ ２７ １４ ０．６２５ ０．２００

計 ５８５ ９６６ １，５２９ １，７２４ ４ ４ ５７ ２５ ０．４３４ ０．１１３

合 計 １，５５１ ３，２５３ ８ ８２ ０．２２６

―６―
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市

３７
，８
００

６４
２

５
，６
１２

６
，２
５４

１６
．５

６８
１
，１
９３

１
，２
６１

２０
．２

８３
９

６６
．５

２８
１

５４
４

３
１１
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８

０
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米
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市

３９
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３

６
，１
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，１
４７

１８
．３

９８
１
，１
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１
，２
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１
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８０
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１
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１
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７５
６
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倉
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市

１１
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１
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１
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．０
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１
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市
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１
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．０
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０
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０
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３５

船
岡
町

１
，４
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７

３４
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１

４０
．１

４６
８
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９
．１

３４
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０
１
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．１
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原
町

３
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９
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１

２０
．４
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１２
２
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７１
５８
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２９
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０
０

４２
０
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八
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町

１
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９
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１２
．９

７４
８８
．１
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５０

０
１

５１
０
．１
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若
桜
町

１
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１

１３
７
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１０

３３
７
．８

２４
７２
．７

１３
１０
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５
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４７
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町

１
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７２
９
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２
９０

９２
１２
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８９
．１

２２
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０
１

６０
０
．１
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１９
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６
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６
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０
１
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１
，０
６６

５９
０

２９
６１
９

５８
．１

１０
９

０
１０
９

１７
．６

８０
７３
．４

１８
６０

０
２

６２
０
．３
２３

泊
村
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１
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１
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１０
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９
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８９
８１
．７
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６４

０
２

６６
０
．２
９０

関
金
町

１
，０
８１

５２
３

５２
３

４８
．４

６７
６７

１２
．８

４６
６８
．７

２５
２０

０
１

２１
０
．１
９１

北
条
町

１
，９
４１

４４
９

２０
１

６５
０

３３
．５

５４
３１

８５
１３
．１

６７
７８
．８

１７
４６

０
４

５０
０
．６
１５

大
栄
町

２
，１
４７

９４
８

９４
８

４４
．２

１４
８

１４
８

１５
．６

１２
３

８３
．１

６２
６１

０
０

６１
０
．０
００

東
伯
町

４
，５
７７

１
，１
５４

１
，１
５４

２５
．２

２０
２

２０
２

１７
．５

１５
１

７４
．８

３５
１１
２

１
３

１１
６

０
．３
４７

赤
碕
町

２
，７
８５

７８
１

７８
１

２８
．０

１４
０

１４
０

１７
．９

１１
１

７９
．３

３１
７９

０
１

８０
０
．１
２８

西
伯
町

１
，０
６１

２９
７

２３
４

５３
１

５０
．０

４０
５６

９６
１８
．１

７９
８２
．３

１８
５９

０
２

６１
０
．３
７７

会
見
町

１
，６
９６

３０
０

３０
０

１７
．７

４９
４９

１６
．３

４３
８７
．８

９
３２

０
２

３４
０
．６
６７

岸
本
町

３
，０
９５

５５
８

５５
８

１８
．０

８１
８１

１４
．５

６１
７５
．３

１７
４３

０
１

４４
０
．１
７９

日
吉
津
村

６０
３

２３
９

１４
２

３８
１

６３
．２

２９
２１

５０
１３
．１

４３
８６
．０

９
３４

０
０

３４
０
．０
００

淀
江
町

３
，６
１７

５８
７

９６
６８
３

１８
．９

６８
１７

８５
１２
．４

６２
７２
．９

１２
４８

０
２

５０
０
．２
９３

大
山
町

２
，４
６８

５０
１

６９
５７
０

２３
．１

５５
２８

８３
１４
．６

６８
８１
．９

１１
５５

０
２

５７
０
．３
５１

名
和
町

１
，５
４８

６５
５

１０
６

７６
１

４９
．２

８６
１７

１０
３

１３
．５

７１
６８
．９

２３
４７

０
１

４８
０
．１
３１

中
山
町

１
，５
７５

４０
７

４
４１
１

２６
．１

５３
０

５３
１２
．９

３５
６６
．０

１３
２２

０
０

２２
０
．０
００

日
南
町

４
，１
３０

１
，０
００

１
，０
００

２４
．２

１１
７

１１
７

１１
．７

９４
８０
．３

３０
６４

０
０

６４
０
．０
００

日
野
町

１
，９
０９

６７
１

６７
１

３５
．１

８７
８７

１３
．０

６２
７１
．３

７
５２

０
３

５５
０
．４
４７

江
府
町

２
，４
８２

３６
２

３６
２

１４
．６

４９
４９

１３
．５

４１
８３
．７

１４
２７

０
０

２７
０
．０
００

溝
口
町

１
，３
９７

５９
９

１７
２

７７
１

５５
．２

８０
１２

９２
１１
．９

７４
８０
．４

４０
３３

０
１

３４
０
．１
３０

合
計

１７
４
，０
２１

２２
，３
６９

１７
，４
１４

３９
，７
８３

２２
．９

２
，９
９２

３
，４
７２

６
，４
６４

１６
．２

４
，８
９４

７５
．７

１
，５
５１

３
，２
５３

８
８２

３
，３
４３

０
．２
２６

―
７
―



（３） 平成１１年度胃がん検診発見胃がん患者追跡調査結果について

表１ 報告胃がん追跡調査

地 区

検診別

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施 設
検 診 車検診 施 設

検 診 車検診 施 設
検 診

確 定 胃 癌 ９ １３ １８ １ １２ ２９

２２ １９ ４１ ８２

癌 発 見 率 ０．１３７ ０．２４２ ０．２５９ ０．２０６

早 期 癌 ７ ９ １１ １ ５ １９ ５２

（％） ７２．７ ６３．２ ５８．５ ６３．４

進 行 癌 ２ ４ ７ ０ ７ １０ ３０

切 除 例 ９ １３ １５ １ １２ ２７ ７７

非 切 除 例 ０ ０ ３ ０ ０ ２ ５

手術不能…４、手術拒否…１

内視鏡手術：東（３）、中（２）、西（３）

表２ 性・年齢別

４０―４９ ５０―５９ ６０―６９ ７０―７９ ８０― 計

男 ２ ５ １７ ３１ ３ ５８

女 ２ ０ ８ ８ ６ ２４

表３ 早期がんの肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計（％）

車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診

Ⅰ ０ ２ １ ０ ０ １ ４（ ７．７）

Ⅱａ ４ １ ２ ０ ０ ６ １３（２５．０）

Ⅱｃ ２ ５ ５ １ ４ ９ ２６（５０．０）

Ⅱｃ＋Ⅲ １ １ ０ ０ ０ ０ ２（ ３．８）

Ⅱａ＋Ⅱｃ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ４（ ７．７）

そ の 他 ０ ０ １ ０ １ １ ３（ ５．８）

計 ７ ９ １１ １ ５ １９ ５２

―９―



表４ 進行癌肉眼分類

東 部 中 部 西 部 計

（％）車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診

１ ０ ０ １ ０ １ ０ ２（ ６．７）

２ ０ １ ２ ０ ２ ４ ９（３０．０）

３ １ ２ １ ０ １ ２ ７（２３．３）

４ １ ０ １ ０ １ ２ ５（１６．７）

５ ０ １ １ ０ ２ １ ５（１６．７）

不 明 ０ ０ １ ０ ０ １ ２（ ６．７）

計 ２ ４ ７ ０ ７ １０ ３０

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診 車 検 診 施設検診

t１ ７ ９ １１ １ ５ １８

１６ １２ ２３ ５１

t２ ０ ２ ３ ０ ４ ４ １３

t３ ２ ２ １ ０ １ ３ ９

t４ ０ ０ ０ ０ ２ １ ３

計 ９ １３ １５ １ １２ ２６ ７６

不 明 ０ ０ ３ ０ ０ ３ ６

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 １２ ５ １７（４８．６） １１ ７ ３５ ４

施設検診 １ １０ １１（２８．９） １９ ８ ３８ ５

計 １３ １５ ２８（３８．４） ３０ １５ ７３ ９
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表７―１ 切除例の占拠部位（早期がん）

部 位 車 検 診 施設検診 部 位 車 検 診 施設検診

Ｃ ４ ３ 小 弯 ７ １１

Ｍ １１ １２ 大 弯 ３ ６

Ａ ６ １２ 前 壁 ６ ７

全 体 ０ ０ 後 壁 ５ ３

計 ２１ ２７ 全 周 ０ ０

計 ２１ ２７不 明 ２ ２

不 明 ２ ２

表７―２ 切除例の占拠部位（進行がん）

部 位 車 検 診 施設検診 部 位 車 検 診 施設検診

Ｃ ３ ２ 小 弯 ３ ５

Ｍ ６ ７ 大 弯 ３ １

Ａ ４ ２ 前 壁 ４ １

全 体 １ １ 後 壁 ２ ２

計 １４ １２ 全 周 ２ ３

計 １４ １２不 明 ２ ２

不 明 ２ ２
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表８ 前年度受診歴を有する集検発見進行がん

地区 検 診 歳 性 型 深達度 組織 大（㎜） 占拠部位

東部
車 検 診 ７３ 男 ３ t３（se） por１ ６５×７２ Ｃ 大弯

車 検 診 ７５ 男 ４ t３（se） tub２ Ａ 全周 吻合術

中部

車 検 診 ６７ 女 １ t２（pm） tub２ ２８×３２ Ｍ 前壁

車 検 診 ６７ 女 ２ t２（pm） por１ ３５×４０ Ｍ 小弯

車 検 診 ７４ 男 経過観察

車 検 診 ６１ 男 ４ t３（se） por２ ５０×６０ ＭＣ 前壁小弯

西部

車 検 診 ７５ 男 ２ t２（pm） tub２ ３５×４０ Ａ 後壁

車 検 診 ６６ 男 ３ t２（pm） tub２ ２３×４０ Ｍ 前壁

車 検 診 ７４ 男 ５ t４（si） por２ １００×１００ ＣＭ 大弯

車 検 診 ７０ 男 ４ t３（se） pap ８０×１００ ＣＭＡ 前壁大弯

車 検 診 ８３ 男 １ t２（ss） pap １９×１９ Ｃ 前壁

東部

施設検診 ７３ 女 ３ t３（se） muc ４０×５０ Ｃ 前壁

施設検診 ７０ 男 ３ t３（se） por１ ６８×７８ Ａ 全周

施設検診 ５１ 男 ５ t２（pm） por１ ２９×３７ Ｍ 後壁

西部
施設検診 ７１ 男 ４ t３（se） sig 全胃

施設検診 ７０ 男 ２ t２（ss） por１ ６０×９５ Ｃ 小弯前壁
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１１年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各

市町村が把握している人数）は１２６，１０３人で、このうち受診者数は２５，８７４人（「頸部のみ」

２５，４１７人、「頸部＋体部」４５７人）で受診率は２０．５％であった。平成１０年度より対象者は

１，６１７人増加したが、受診者数は９１３人減少し、受診率は１．０ポイント減少した。受診者

数、率ともに平成３年度をピークに減少傾向にある。

また、一次検診受診者の経年受診率は８６．７％であった。

要精検者数は１３７人（車検診：３４人、施設検診：１０３人）、要精検率は０．５３％で前年度

より０．１１ポイント増加した。

このうち、精密検査を受診したのは１１２人、精検受診率は８１．８％で前年度より１．３ポイ

ント増加した。

精検結果は、子宮がん１９人、異形成４０人の合計５９人であり、子宮がん発見率は０．２３％

で、前年度より０．０７ポイント増加した。

年代別にみると受診率は５０～５４歳が高く、要精検率、がん発見率は３０歳～３９歳が高かった。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者数２５，８７４人中、体部がん検診対象者数は５０６人で、一次検診会場

での受診者は４５７人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が１８人

で、受診者の合計は４７５人で、受診率は９３．９％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は２２人、要精検率４．８％で、精検受診者数２１人、

精検受診率は９５．５％であった。

精検の結果、子宮体部がんは一次検診会場の受診者から１人、医療機関での検査受診

者から１人、計２人発見された。子宮内膜増殖症は一次検診会場での受診者からは４人

発見された。がん発見率は１．２６％であった。

依然として、体部がん検診の受診者が少なく、実施していない市町村もある。

３．子宮がん検診発見子宮がん追跡調査結果
平成１１年度に発見された子宮頸部癌１９例、異形成４０例について追跡調査を行った。そ

のうち０期が９例、Ⅰa期が４例、Ⅰb期以上が６例であった。

平成１０年度より１７例も多く発見され、特にⅠb期以上６例のうち５例は初回受診者で

あった。

また、子宮体部癌が２例、子宮内膜増殖症が４例であった。
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（２） 平成１１年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一 次 検 診

受診者数（人）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０ ～ ３４ １，１０２ １８ １，０８４ １．６３

３５ ～ ３９ １，７７７ １７ １，７６０ ０．９６

４０ ～ ４４ ２，３７７ １７ ２，３６０ ０．７２

４５ ～ ４９ ２，６２３ １６ ２，６０７ ０．６１

５０ ～ ５４ ３，１９６ １９ ３，１７７ ０．５９

５５ ～ ５９ ３，１４３ １５ ３，１２８ ０．４８

６０ ～ ６４ ３，９１８ １０ ３，９０８ ０．２６

６５ ～ ６９ ４，０４５ １１ ４，０３４ ０．２７

７０歳 以 上 ３，６９３ １４ ３，６７９ ０．３８

計 ２５，８７４ １３７ ２５，７３７ ０．５３

（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
６ 年 度

平 成
７ 年 度

平 成
８ 年 度

平 成
９ 年 度

平 成
１０年 度

平 成
１１年 度

一次検診

対 象 者 数（人） １３４，６５７ １２８，３１９ １３２，８６５ １２７，３８６ １２４，４８６ １２６，１０３

受 診 者 数（人） ３２，７９３ ３１，１７８ ２９，４８６ ２８，９５３ ２６，７８７ ２５，８７４

受 診 率（％） ２４．４ ２４．３ ２２．２ ２２．７ ２１．５ ２０．５

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ３２，５５４ ３０，９９８ ２９，３２３ ２８，８３２ ２６，６７４ ２５，７３７

要 精 検 者 数（人） ２３９ １８０ １６３ １２１ １１３ １３７

要精検者の割合（％） ０．７３ ０．５８ ０．５５ ０．４２ ０．４２ ０．５３

精密検査
受 診 者 数（人） ２１２ １６０ １４５ １０３ ９１ １１２

受 診 率（％） ８８．７ ８８．９ ８９．０ ８５．１ ８０．５ ８１．８

精密検査
結 果

子宮がん又は異形成
の者 （人） ８４ ５１ ５６ ４７ ４２ ５９

子宮がん発見率（％） ０．２６ ０．１６ ０．１９ ０．１６ ０．１６ ０．２３
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他疾病 異 形 成 子宮がん

３０ ～ ３４ １５ ８３．３ ２ １ ９ ３ １．０９

３５ ～ ３９ １２ ７０．６ ４ １ ６ １ ０．３９

４０ ～ ４４ １２ ７０．６ ５ ４ ２ １ ０．１３

４５ ～ ４９ １５ ９３．８ ６ ３ ５ １ ０．２３

５０ ～ ５４ １７ ８９．５ ７ ３ ７ ０ ０．２２

５５ ～ ５９ １２ ８０．０ ４ ２ ２ ４ ０．１９

６０ ～ ６４ ９ ９０．０ １ １ ４ ３ ０．１８

６５ ～ ６９ ９ ８１．８ ２ ３ ２ ２ ０．１０

７０歳 以 上 １１ ７８．６ １ ３ ３ ４ ０．１９

計 １１２ ８１．８ ３２ ２１ ４０ １９ ０．２３

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関
一 次 検 診

受診者数（人）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

保健事業団 １２，６８５ ３４ １２，６５１ ０．２７

病 院 ４，５１４ ２７ ４，４８７ ０．６０

診 療 所 ８，６７５ ７６ ８，５９９ ０．８８

計 ２５，８７４ １３７ ２５，７３７ ０．５３

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異 形 成 子宮がん

保健事業団 ２７ ７９．４ ７ ０ １４ ６ ０．１６

病 院 ２０ ７４．１ ２ ７ ８ ３ ０．２４

診 療 所 ６５ ８５．５ ２３ １４ １８ １０ ０．３２

計 １１２ ８１．８ ３２ ２１ ４０ １９ ０．２３
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ｂ．精密検査結果

年 齢
精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮がん

３０ ～ ３４ １ ０ １ ０ ０ ０．００

３５ ～ ３９ ２ ０ １ ０ ０ ０．００

４０ ～ ４４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

４５ ～ ４９ ６ ５ １ １ ０ ０．８７

５０ ～ ５４ ５ １ ２ ２ ０ １．６８

５５ ～ ５９ ３ ２ ０ ０ １ １．９２

６０ ～ ６４ １ ０ ０ １ ０ ４．００

６５ ～ ６９ ３ ２ １ ０ ０ ０．００

７０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

計 ２１ １０ ６ ４ １ １．０９

４）平成１１年度子宮体部がん検診結果

ａ．一次検診結果

年 齢
一 次 検 診

受診者数（人）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０ ～ ３４ １９ １ １８ ５．２６

３５ ～ ３９ ３６ １ ３５ ２．７８

４０ ～ ４４ ６６ ０ ６６ ０．００

４５ ～ ４９ １１５ ６ １０９ ５．２２

５０ ～ ５４ １１９ ７ １１２ ５．８８

５５ ～ ５９ ５２ ３ ４９ ５．７７

６０ ～ ６４ ２５ １ ２４ ４．００

６５ ～ ６９ １６ ３ １３ １８．７５

７０歳 以 上 ９ ０ ９ ０．００

計 ４５７ ２２ ４３５ ４．８１

―１６―



ｃ．一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果

年 齢 体部がん検査
受診者数（人）

検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０ ～ ３４ ０ ０ ０ ０ ０

３５ ～ ３９ １ １ ０ ０ ０

４０ ～ ４４ ２ １ １ ０ ０

４５ ～ ４９ ４ ４ ０ ０ ０

５０ ～ ５４ ３ ３ ０ ０ ０

５５ ～ ５９ ２ １ １ ０ ０

６０ ～ ６４ ２ １ １ ０ ０

６５ ～ ６９ ０ ０ ０ ０ ０

７０歳 以 上 ４ ３ ０ ０ １

計 １８ １４ ３ ０ １
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鳥
取
市

２９
，７
００

７６
０

２
，５
３８

３
，２
９８

１１
．１

１
１７

１８
０
．５

１５
８３
．３

３
２

８
２

１２
０
．３
０３

米
子
市

２８
，９
３０

２
５
，２
７６

５
，２
７８

１８
．２

０
４２

４２
０
．８

４０
９５
．２

１３
７

９
１１

２７
０
．３
７９

倉
吉
市

７
，３
４３

３１
５

８５
２

１
，１
６７

１５
．９

２
１０

１２
１
．０

９
７５
．０

４
０

５
０

５
０
．４
２８

境
港
市

８
，２
４８

９４
６

９４
６

１１
．５

２
２

０
．２

２
１０
０
．０

０
０

２
０

２
０
．２
１１

国
府
町

９０
５

４８
７

４１
５２
８

５８
．３

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岩
美
町

２
，４
２３

７３
７

７３
７

３０
．４

１
１

０
．１

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
３６

福
部
村

８６
８

１０
６

１２
５

２３
１

２６
．６

０
２

２
０
．９

２
１０
０
．０

１
０

１
０

１
０
．４
３３

郡
家
町

１
，２
８６

６５
１

７７
７２
８

５６
．６

２
０

２
０
．３

２
１０
０
．０

０
０

２
０

２
０
．２
７５

船
岡
町

８８
４

３７
９

１２
３９
１

４４
．２

４
０

４
１
．０

３
７５
．０

１
０

０
２

２
０
．５
１２

河
原
町

２
，４
６８

３０
８

１８
７

４９
５

２０
．１

１
０

１
０
．２

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
０２

八
東
町

１
，３
４５

３９
０

３９
０

２９
．０

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，３
８０

４３
６

４３
６

３１
．６

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

用
瀬
町

９４
０

１２
７

１４
３

２７
０

２８
．７

０
１

１
０
．４

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．３
７０

佐
治
村

７３
８

２３
３

４３
２７
６

３７
．４

１
０

１
０
．４

０
０
．０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，７
４８

６７
７

４９
７２
６

１９
．４

２
５

７
１
．０

２
２８
．６

１
０

１
０

１
０
．１
３８

気
高
町

１
，４
８３

９７
３６
５

４６
２

３１
．２

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

鹿
野
町

１
，０
５０

１４
２

１０
９

２５
１

２３
．９

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

青
谷
町

２
，０
９２

２６
９

１３
２８
２

１３
．５

２
１

３
１
．１

３
１０
０
．０

１
１

０
１

２
０
．３
５５

羽
合
町

８４
６

１４
５

３１
１

４５
６

５３
．９

０
６

６
１
．３

２
３３
．３

２
０

０
０

０
０
．０
００

泊
村

５０
６

１０
４

９７
２０
１

３９
．７

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
郷
町

１
，３
６４

１８
６

１２
８

３１
４

２３
．０

０
５

５
１
．６

５
１０
０
．０

０
４

１
０

５
０
．３
１８
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町

１
，４
８４

４６
５

４６
５

３１
．３

１
１

０
．２

０
０
．０

０
０
．０
００
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金
町

８０
１

３４
１

３４
１

４２
．６

２
２

０
．６

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００
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町

１
，６
０４

３２
４

９２
４１
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２５
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１
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１
１０
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１
０
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町

１
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２
１０
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１
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６
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０
０

０
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０
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０
０
．０
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伯
町

６１
８

２３
１

２３
１

３７
．４

１
１

０
．４

０
０
．０

０
０
．０
００

会
見
町

１
，０
２３

２０
０

１０
２１
０

２０
．５

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
７０

４１
１

１０
４

５１
５

２１
．７

３
１

４
０
．８

４
１０
０
．０

０
０

４
０

４
０
．７
７７

日
吉
津
村

５１
８

２７
３０
３

３３
０

６３
．７

０
１

１
０
．３

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

淀
江
町

２
，５
４１

６８
５１
６

５８
４

２３
．０

０
３

３
０
．５

２
６６
．７

０
２

０
０

２
０
．０
００

大
山
町

１
，６
９９

３６
２

３６
２

２１
．３

１
１

０
．３

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
７６

名
和
町

１
，１
０２

１１
０

３７
６

４８
６

４４
．１

０
２

２
０
．４

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

中
山
町

８８
０

２９
１１
２

１４
１

１６
．０

０
２

２
１
．４

２
１０
０
．０

０
２

０
０

２
０
．０
００

日
南
町

２
，３
７８

６３
４

６３
４

２６
．７

５
５

０
．８

３
６０
．０

１
０

２
０

２
０
．３
１５

日
野
町

１
，３
１０

４４
９

４４
９

３４
．３

２
２

０
．４

２
１０
０
．０

０
０

２
０

２
０
．４
４５

江
府
町

１
，５
８７

２０
８

６１
２６
９

１７
．０

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

溝
口
町

９０
０

３０
５

７２
３７
７

４１
．９

０
１

１
０
．３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

合
計

１２
６
，１
０３

１２
，６
８５

１３
，１
８９

２５
，８
７４

２０
．５

３４
１０
３

１３
７

０
．５

１１
２

８１
．８

３２
２１

４０
１９

８０
０
．２
２８
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（３） 平成１１年度子宮がん検診発見子宮がん患者追跡調査について

表１ 子宮がん検診追跡調査結果（頸部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１０年度 平成１１年度 平成１０年度 平成１１年度

異 形 成 ８ １４ ２４ ２６

頸 癌 ０ 期 ０ ３ ５ ６

頸 癌 Ⅰ ａ 期 ２ ２ ０ ２

頸 癌 Ⅰ ｂ 期 以 上 ２ １ １ ５

合 計 １２ ２０ ３０ ３９

表２ 子宮がん検診追跡調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１０年度 平成１１年度

増 殖 症 ４ ４

体癌Ⅰａ、Ⅰｂ期 ０ ２

体癌Ⅰｃ期以上 １ ０

合 計 ５ ６

表３ 発見子宮がん症例のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ １ １

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 １ ４ ５

表４ 治療機関

０期 Ⅰａ期 Ⅰｂ期以上 体 癌

鳥 取 大 学 ３ １ ５ ２

県 立 中 央 ０ １ ０ ０

鳥 取 日 赤 ０ １ ０ ０

鳥 取 市 立 ３ ０ １ ０

国 立 米 子 ２ ０ ０ ０

そ の 他 １ １ ０ ０

―２１―



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１１年度の対象者数４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町

村が把握している人数）は１７７，８１５人で、このうち受診者数は６４，８４５人（車検診：５５，２２６

人、施設検診：９，６１９人）で、受診率は３６．５％であった。平成１０年度より受診者数は３０５

人増加したが、対象者数が５，１４８人増加したため、受診率は０．９ポイント減少した。

要精検者数は１６９人で、要精検率は０．２６％で、過去１０年間で一番高かった。検診機関

別にみると、施設検診での要精検率が男女とも高かった。

精検結果は肺がん４８人、肺がん疑い１０人の合計５８人で発見率は０．０９％で、前年度より

０．０２ポイント増加した。

また、受診者総数のうち経年受診者は５３，２７７人で全体の８２．２％を占め、これは、平成

８年度より開始した医療機関検診が定着し経年受診者が年々増加していると思われる。

この経年受診者からはがんが４３人発見されており、発見率は０．０８１％、非経年受診者か

らの発見がんは１５人、発見率０．１３０％で、非経年受診者の発見率が高かった。

Ｘ線検査受診者６４，８４５人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は８，５５９人で、

そのうち喀痰検査を受診した者は３，４０２人で半数に満たなかった。高危険群所属者８，５５９

人のうち、がん・がん疑いの者が２３人発見され、がん発見率は０．２６９％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が３５人発見され、がん発見率は

０．０６２％で、高危険群所属者のがん発見率の方が約４．３倍高かった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
昭和６２年度から平成１１年度までに発見された肺がんまたは肺がん疑いについて予後調

査を行った。結果、肺がん確定診断が４８５例で、内訳は原発性肺癌は４２４例、転移性肺癌

が６１例であった。

平成１１年度は確定肺がんは４８例で、原発性肺癌が４１例、転移性肺癌が７例で、発見率

１０万対６４であった。

原発性肺癌の診断方法は胸部Ｘ線間接３９例（９５．１％）、Ｘ線間接Ｅ＋細胞診Ｅ判定か

らは２例（４．９％）であった。細胞診検査のみからはがんは発見されなかった。全体と

しては臨床病期はⅠ、組織型は腺癌が大半を占めている。また根治度は、絶対的治癒手

術と相対的治癒手術で７８．３％を占めていた。平成１１年度の腫瘍径は平成１０年度の平均

３７．１㎜に比べ２７．９㎜で、小さいものが多く発見されている。

全手術例の５年生存率は５８．９％、１０年生存率は３９．１％であった。性別でみると女性の

方が予後がよく、組織型では腺癌、Stage IAの予後がよかった。

―２２―



（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
６ 年 度

平 成
７ 年 度

平 成
８ 年 度

平 成
９ 年 度

平 成
１０年 度

平 成
１１年 度

一次検診

対 象 者 数（人） １８２，０８０ １８３，９７１ １８３，８８７ １７９，３０２ １７２，６６７ １７７，８１５

受 診 者 数（人） ６６，３１６ ６５，２２６ ６４，１６９ ６７，０９２ ６４，５４０ ６４，８４５

受 診 率（％） ３６．４ ３５．５ ３４．９ ３７．４ ３７．４ ３６．５

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ６６，２１３ ６５，０６４ ６４，０５５ ６６，９４０ ６４，４０３ ６４，６７６

要 精 検 者 数（人） １０３ １６２ １１４ １５２ １３７ １６９

要精検者の割合（％） ０．１６ ０．２５ ０．１８ ０．２３ ０．２１ ０．２６

精密検査
受 診 者 数（人） ８９ １３５ ９１ １２３ １１１ １４２

受 診 率（％） ８６．４ ８３．３ ７９．８ ８０．９ ８１．０ ８４．０

精密検査
結 果

肺がん又はがんの疑
いのある者 （人） ３１ ４７ ５０ ７０ ４８ ５８

肺がん発見率（％） ０．０５ ０．０７ ０．０８ ０．１０ ０．０７ ０．０９

（２） 平成１１年度肺がん検診結果

１）１次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

胸 部 Ｘ 線 検 査

X線検査受診者数

Ａ

経年受診者数再掲

Ｂ

経年受診者数割合

（％） Ｃ＝Ｂ／Ａ

男 女 男 女 男 女

４０～４４ ９４７ ２，０２３ ６４３ １，３８１ ６７．９ ６８．３

４５～４９ １，２３６ ２，４０９ ９４１ １，８６５ ７６．１ ７７．４

５０～５４ １，４０７ ３，２６０ １，０８７ ２，４８４ ７７．３ ７６．２

５５～５９ １，４６６ ４，１０４ １，１４１ ３，２６０ ７７．８ ７９．４

６０～６４ ３，００４ ６，１９９ ２，３１８ ５，０５３ ７７．２ ８１．５

６５～６９ ４，６４９ ７，８１２ ３，８２５ ６，６２９ ８２．３ ８４．９

７０～７４ ４，８５１ ７，３８５ ４，１５４ ６，３１４ ８５．６ ８５．５

７５～７９ ３，０９０ ５，１４１ ２，７００ ４，４０８ ８７．４ ８５．７

８０歳以上 ２，１６４ ３，６９８ １，８８４ ３，１９０ ８７．１ ８６．３

計 ２２，８１４ ４２，０３１ １８，６９３ ３４，５８４ ８１．９ ８２．３

合 計 ６４，８４５ ５３，２７７ ８２．２

―２３―



年 齢

Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

異常認めず

Ｄ

要精検者数

Ｅ

要精検率

（％）

Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者数

Ｆ

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ９４４ ２，０２２ ３ １ ０．３２ ０．０５ １３ ６

４５～４９ １，２３２ ２，４０８ ４ １ ０．３２ ０．０４ ３３ ８

５０～５４ １，４０６ ３，２５７ １ ３ ０．０７ ０．０９ ６４６ ３９

５５～５９ １，４６６ ４，０９９ ０ ５ ０．００ ０．１２ ６４３ ５４

６０～６４ ２，９９５ ６，１８７ ９ １２ ０．３０ ０．１９ １，２３１ ６５

６５～６９ ４，６３３ ７，８０１ １６ １１ ０．３４ ０．１４ １，９２３ ５３

７０～７４ ４，８３１ ７，３６７ ２０ １８ ０．４１ ０．２４ ２，００３ ５１

７５～７９ ３，０６４ ５，１２１ ２６ ２０ ０．８４ ０．３９ １，１４５ ２５

８０歳以上 ２，１５６ ３，６８８ ８ １０ ０．３７ ０．２７ ６０１ ２０

計 ２２，７２７ ４１，９５０ ８７ ８１ ０．３８ ０．１９ ８，２３８ ３２１

合 計 ６４，６７７ １６８ ０．２６ ８，５５９

ｂ．喀痰細胞診検査

年 齢

喀痰細胞診
受 診 者 数
（人）

Ｇ

喀 痰 細 胞 診 結 果

精検不要

Ｈ

要精検者数

Ｉ

要精検率

（％）

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １２７ ２８ １２７ ２８ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ ２３０ ３８ ２３０ ３８ ０ ０ ０．００ ０．００

５０～５４ ３０４ ６８ ３０４ ６８ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ３２６ １２１ ３２６ １２１ ０ ０ ０．００ ０．００

６０～６４ ６８５ １９８ ６８５ １９８ ０ ０ ０．００ ０．００

６５～６９ ９８９ １６８ ９８９ １６８ ０ ０ ０．００ ０．００

７０～７４ １，０８１ １５８ １，０８０ １５８ １ ０ ０．０９ ０．００

７５～７９ ６０９ ７２ ６０７ ７２ ２ ０ ０．３３ ０．００

８０歳以上 ２１９ ２９ ２１９ ２９ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ４，５７０ ８８０ ４，５６７ ８８０ ３ ０ ０．０７ ０．００

合 計 ５，４５０ ５，４４７ ３ ０．０６
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
要精検者数 精密検査受診者数

精密検査受診率

（％）

男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３ １ １ １ ３３．３ １００．０

４５～４９ ４ １ ２ １ ５０．０ １００．０

５０～５４ １ ３ ０ １ ０．０ ３３．３

５５～５９ ０ ５ ０ ５ ０．０ １００．０

６０～６４ ９ １２ ９ １０ １００．０ ８３．３

６５～６９ １６ １１ １４ １０ ８７．５ ９０．９

７０～７４ ２０（１） １８ １６（１） １７ ８０．０ ９４．４

７５～７９ ２７（１） ２０ ２５（１） １６ ９２．６ ８０．０

８０歳以上 ８ １０ ６ ８ ７５．０ ８０．０

計 ８８（２） ８１ ７３（２） ６９ ８３．０ ８５．２

合 計 １６９（２） １４２（２） ８４．０

年 齢

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０３１

５５～５９ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０．０００ ０．０７３

６０～６４ ２ ９ ３ １ １ ０ ３ ０ ０．１３３ ０．０００

６５～６９ ５ ５ ４ ２ ０ １ ５ ２ ０．１０８ ０．０３８

７０～７４ １ ７ ５ ３ ０ ２ １０（１） ５ ０．２０６ ０．０９５

７５～７９ １０ ７ ３ ２ ３ ２ ９（１） ５ ０．３８８ ０．１３６

８０歳以上 １ ４ ３ ０ ０ １ ２ ３ ０．０９２ ０．１０８

計 ２２ ３４ １８ １０ ４ ６ ２９（２） １９ ０．１４５ ０．０５９

合 計 ５６ ２８ １０ ４８（２） ０．０８９

（ ）はＸ線検査と喀痰細胞診検査が両者とも要精検
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）異 常 認 め ず 要 精 検 者 数

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １９，４３０ ３５，７９６ １９，３７５ ３５，７４２ ５５ ５４ ０．２８ ０．１５

病 院 １，４８７ ２，７５０ １，４６７ ２，７３４ ２０ １６ １．３４ ０．５８

診 療 所 １，８９７ ３，４８５ １，８８４ ３，４７４ １３ １１ ０．６９ ０．３２

計 ２２，８１４ ４２，０３１ ２２，７２６ ４１，９５０ ８８ ８１ ０．３９ ０．１９

合 計 ６４，８４５ ６４，６７６ １６９ ０．２６

一次検診
機 関

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ８ １９ １３ ６ ４ ５ ２３ １８ ０．１４ ０．０６

病 院 ９ ９ ２ ３ ０ ０ ３ ０ ０．２０ ０．００

診 療 所 ５ ６ ３ １ ０ １ ３ １ ０．１６ ０．０６

計 ２２ ３４ １８ １０ ４ ６ ２９ １９ ０．１５ ０．０６

合 計 ５６ ２８ １０ ４８ ０．０９

b．精密検査結果

一次検診
機 関

要精検者数
（人） 精密検査受診者数 精密検査受診率（％）

男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５５ ５４ ４８ ４８ ８７．３ ８８．９

病 院 ２０ １６ １４ １２ ７０．０ ７５．０

診 療 所 １３ １１ １１ ９ ８４．６ ８１．８

計 ８８ ８１ ７３ ６９ ８３．０ ８５．２

合 計 １６９ １４２ ８４．０
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．０
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．０
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００
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．０
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．０
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町

２
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０
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０

０
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０
０
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００
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町

１
，４
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２

１３
８

８７
０

６１
．９

１
１

２
０
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３

２
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０
．０
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１

０
１

２
０
．１
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６
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１
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１
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０
１
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１
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．０
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．０
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村
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９
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町
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１
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６４
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１
，７
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．５

２
０

２
０
．１
１

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．０
５７

三
朝
町

２
，３
３３

１
，９
３１

１
，９
３１

８２
．８

２
２

０
．１
０

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

関
金
町

１
，４
００

１
，１
７６

１
，１
７６

８４
．０

３
３

０
．２
６

３
１０
０
．０

１
０

０
２

２
０
．１
７０

北
条
町

２
，０
７１

１
，４
００

１９
６

１
，５
９６

７７
．１

４
０

４
０
．２
５

４
１０
０
．０

４
０

０
０

０
０
．０
００

大
栄
町

２
，６
０７

２
，４
４８

２
，４
４８

９３
．９

５
５

０
．２
０

５
１０
０
．０

０
３

１
１

５
０
．０
８２

東
伯
町

４
，４
２１

３
，４
２２

３
，４
２２

７７
．４

４
４

０
．１
２

４
１０
０
．０

０
１

０
３

４
０
．０
８８

赤
碕
町

３
，１
４１

２
，２
２３

２
，２
２３

７０
．８

３
３

０
．１
３

３
１０
０
．０

０
０

０
３

３
０
．１
３５

西
伯
町

２
，５
２９

１
，２
４６

１
，２
４６

４９
．３

７
７

０
．５
６

４
５７
．１

１
１

１
１

３
０
．１
６１

会
見
町

１
，０
８７

７４
３

７４
３

６８
．４

５
５

０
．６
７

４
８０
．０

３
０

０
１

１
０
．１
３５

岸
本
町

３
，０
９５

１
，５
３１

１
，５
３１

４９
．５

９
９

０
．５
９

９
１０
０
．０

２
１

１
５

７
０
．３
９２

日
吉
津
村

５８
３

４２
４

４２
４

７２
．７

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

淀
江
町

２
，９
５７

２
，２
２７

２
，２
２７

７５
．３

５
５

０
．２
２

５
１０
０
．０

０
０

２
３

５
０
．２
２５

大
山
町

２
，８
５７

２
，０
９７

４８
２
，１
４５

７５
．１

２
０

２
０
．０
９

２
１０
０
．０

０
０

１
１

２
０
．０
９３

名
和
町

２
，３
２９

１
，７
０１

１
，７
０１

７３
．０

２
２

０
．１
２

２
１０
０
．０

０
０

１
１

２
０
．１
１８

中
山
町

３
，３
７５

１
，４
６９

１
，４
６９

４３
．５

３
３

０
．２
０

３
１０
０
．０

０
１

１
１

３
０
．１
３６

日
南
町

３
，６
４２

１
，６
７３

１
，６
７３

４５
．９

２
２

０
．１
２

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

日
野
町

１
，７
４０

８０
９

８０
９

４６
．５

１
１

０
．１
２

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，６
５０

８９
６

８９
６

５４
．３

１
１

０
．１
１

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

溝
口
町

１
，７
４２

９１
５

９１
５

５２
．５

２
２

０
．２
２

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
０９

合
計

１７
７
，８
１５

５５
，２
２６

９
，６
１９

６４
，８
４５

３６
．５

１０
９

６０
１６
９

０
．２
６

１４
２

８４
．０

５６
２８

１０
４８

８６
０
．０
８９

―
２７
―



（３） 平成１１年度肺がん検診発見肺がん患者の予後調査結果

肺がん確定診断（原発性４２４、転移性６１） ４８５例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、その他４） １０例

他の良性疾患 １７例

総 計 ５１２例

１）肺がん確定診断
（単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年

原 発 性 肺 癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１

転 移 性 肺 癌 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４

平成６年 平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 計

原 発 性 肺 癌 ２２ ３８ ３８ ５３ ４０ ４１ ４２４

転 移 性 肺 癌 ５ ５ ４ ２ ７ ７ ６１

合 計 ２７ ４３ ４２ ５５ ４７ ４８ ４８５

２）原発性肺がん診断方法 〔H１１年度集計〕

胸 X 間 接 Dのみ １４９例

Eのみ １９１例

!
"
$#
３４０例（８０．２％）

Dのみ ２１例

Eのみ １８例

!
"
$#
３９例（９５．１％）

細 胞 診 Dのみ １８例

Eのみ ３１例

!
"
$#
４９例（１１．６％）

Dのみ ０例

Eのみ ０例

!
"
$#
０例（０．０％）

胸X線間接と細胞診 D＋D ８例

D＋E ８例

E＋D ４例

E＋E １３例

!
"
"
"
"
"
#

３３例（ ７．７％）

D＋D ０例

D＋E ０例

E＋D ０例

E＋E ２例

!
"
"
"
"
"
#

２例（４．９％）

不明 ２例 ２例（ ０．５％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 ４２４例（１００．０％） ４１例

―２９―



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年
受 診 者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見率（％）
（対人口１０万）

Ｓ．６２ １６，４２０ ７４５
（４．５４％）

６５２
（８７．５％）

６ ３７

Ｓ．６３ ３８，４４５ ６５
（０．１７％）

６０
（９２．３％）

２２ ５７

Ｈ．１ ５２，４７３ １１７
（０．２２％）

１０７
（９１．５％）

１８ ３４

Ｈ．２ ６８，３７４ １５３
（０．２２％）

１３２
（８６．３％）

３２ ４９

Ｈ．３ ７０，１８９ ９５
（０．１４％）

８９
（９３．７％）

３６ ５１

Ｈ．４ ６９，９０９ １３３
（０．１９％）

１１１
（８３．５％）

３７ ５３

Ｈ．５ ６９，０２７ １３３
（０．１９％）

９８
（７３．７％）

４１ ５９

Ｈ．６ ６６，３１６ １０３
（０．１６％）

８９
（８６．４％）

２２ ３３

Ｈ．７ ６５，２２６ １６２
（０．２５％）

１３５
（８３．３％）

３８ ５８

Ｈ．８ ６４，１６９ １１３
（０．１８％）

９１
（８０．５％）

３８ ５９

Ｈ．９ ６７，０９２ １５２
（０．２３％）

１２３
（８０．９％）

５３ ７９

Ｈ．１０ ６４，５４０ １３６
（０．２１％）

１０９
（８０．１％）

４０ ６２

Ｈ．１１ ６４，８４５ １６９
（０．２６％）

１４２
（８４．０％）

４１ ６４

計 ７７７，０２５ ２，２７６
（０．２９％）

１，９３８
（８５．１％）

４２４ ５５

４）原発性肺癌（４２４例）

ａ．年齢・性別

区分 原発性肺癌 比率（％）

５０～５９歳 ３６例 ８．５

６０～６９歳 １６０ ３７．７

７０～７９歳 １７１ ４０．３

８０～ ５７ １３．５

計 ４２４ １００．０

平均年齢＝７０．５

男：女＝２７８例：１４６例

〔Ｈ１１年度集計〕

区分 原発性肺癌 比率（％）

５０～５９歳 ３例 ７．３

６０～６９歳 ８ １９．５

７０～７９歳 ２５ ６１．０

８０～ ５ １２．２

計 ４１ １００．０

平均年齢＝７１．９

男：女＝２５例：１６例

―３０―



ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

病期
組織型 Occult Ⅰ Ⅱ ⅢＡ ⅢＢ Ⅳ 不明 計（％）

扁平上皮癌 ２ ８０ １１ ３７ ８ １３ ６ １５７（３７．０）

腺 癌 ０ １１４ １３ ２６ １２ ３１ ２ １９８（４６．７）

大 細 胞 癌 ０ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ５（ １．２）

小 細 胞 癌 ０ ５ ６ ８ ３ ４ ２ ２８（ ６．６）

腺扁平上皮癌 ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ４（ １．０）

腺様嚢胞癌 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １（ ０．２）

不 明 ０ １０ ２ １ ３ ５ １０ ３１（ ７．３）

計 ２
（０．５）

２１４
（５０．５）

３２
（７．５）

７７
（１８．２）

２６
（６．１）

５３
（１２．５）

２０
（４．７）

４２４（１００．０）
（１００．０）

〔Ｈ１１年度集計〕

臨 床 病 期 （％） 組 織 型 （％）

Occult ０例 扁平上皮癌 ８例

Ⅰ ２７（６５．９） 腺 癌 ２９（７０．７）

Ⅱ ３ 大 細 胞 癌 ０

ⅢＡ ７ 小 細 胞 癌 １

ⅢＢ ２ 腺扁平上皮癌 １

Ⅳ ２ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ０ 不 明 ２

計 ４１ 計 ４１

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ２例 Occult ２例

Ⅰ １６５例（７０．２） Ⅰ １５１例（６４．３）

Ⅱ １６ Ⅱ １７

ⅢＡ ４３ ⅢA ４５

ⅢＢ ６ ⅢB １０

Ⅳ ３ Ⅳ １０

計 ２３５ 計 ２３５

ｃ．原発性肺癌の手術症例（２３５例）、手術率：５５．４％

（ａ） 臨床病期、術後病期

―３１―



臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ０例 Occult ０例

Ⅰ ２０例（７４．１） Ⅰ １９例（７０．４）

Ⅱ ２ Ⅱ ０

ⅢＡ ４ ⅢＡ ６

ⅢＢ ０ ⅢＢ １

Ⅳ １ Ⅳ １

計 ２７ 計 ２７

（ｂ） 組織型分類

組織型分類

扁 平 上 皮 癌 ８２例

腺 癌 １３６

大 細 胞 癌 ５

小 細 胞 癌 ５

腺 扁 平 上 皮 癌 ５

腺 様 嚢 胞 癌 １

不 明 １

計 ２３５

（ｃ） 根治度

根治度分類 （％）

絶対的治癒手術 １３２例（５６．２）
!
#
"
#
$

１８４

（７８．３％）相対的治癒手術 ５２

相対的非治癒手術 ２５

絶対的非治癒手術 ２２

不 明 ４

計 ２３５

〔Ｈ１１年度集計〕

組 織 型 分 類

扁 平 上 皮 癌 ５例

腺 癌 ２１

大 細 胞 癌 ０

小 細 胞 癌 ０

腺 扁 平 上 皮 癌 １

計 ２７

根 治 度 分 類 （％）

絶対的治癒手術 １３例（６２．５）
!
#
"
#
$

１９

（７０．４％）相対的治癒手術 ６

相対的非治癒手術 ７

絶対的非治癒手術 １

計 ２７

〔Ｈ１１年度集計〕

原発性肺癌の手術症例（２７例）、手術率：６５．９％

―３２―



５）転移性肺癌（６１例）

大腸癌：１８例、乳癌：６例、腎臓癌：６例、甲状腺癌：６例、胆のう癌：３例、

卵巣癌：２例、胃癌：２例、肝臓癌：２例、前立腺癌：３例、咽頭癌：１例、

肛門癌：１例、食道癌：１例、子宮癌：１例、尿管癌：１例、顎下腺：１例、

子宮肉腫：１例、肺 癌：２例、胸腺癌：１例、膵臓癌：１例、膀胱癌：１例、

不明：１例

（ａ） 臨床病期

（全症例：４２４例、H１１年度：４１例）

全症例（％） Ｈ１１年度（％）

Occult ２例 ０例

ⅠＡ １４１例（３３．３） １３例（３１．７）

ⅠＢ ７０ １１

ⅡＡ １４ ５

ⅡＢ ３３ ２

ⅢＡ ６５ ６

ⅢＢ ２６ ２

Ⅳ ５３ ２

不明 ２０ ０

計 ４２４ ４１

（ｂ） 術後病理病期

（全手術症例：２３５例、Ｈ１１年度：２７例）

全手術症例（％） Ｈ１１年度（％）

Occult ２例 ０例

ⅠＡ １０５例（４４．７） １６例（５９．３）

ⅠＢ ４６ ３

ⅡＡ ８ ０

ⅡＢ １７ ３

ⅢＡ ３７ ３

ⅢＢ １０ １

Ⅳ １０ １

計 ２３５ ２７

腫瘍径（㎜） Ｈ１０年度（％） Ｈ１１年度（％）

０～１０ １例 ２例

１１～２０ ９（２２．５） １０

２１～３０ ６ １５（３６．６）

３１～４０ ６ ９

４１～５０ ７ １

５１～ ７ ２

不明 ４ ２

計 ４０ ４１

平 均 ３７．１㎜ ２７．９㎜

ｄ．新病期分類の手術症例

ｅ．腫瘍径

―３３―
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１１年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各

市町村が把握している人数）は１２８，９４８人で、このうち受診者数は２９，２３１人（出張検診：

１３，７６３人、施設検診：１５，４６８人）で受診率は２２．７％であった。

がん検診の全国的な傾向であるが、平成５年度のピークより受診者数約６，３００人、受

診率約２．５ポイントの減少である。

要精検者数は６５３人（出張検診：１０２人、施設検診：５５１人）、要精検率は２．２３％で前年

度より０．２０ポイント増加した。

このうち、精密検査を受診したのは５５０人、精検受診率は８４．２％で、前年度と比べて

２．６ポイント増加した。精検結果は乳がんが２４人発見され、発見率０．０８％であった。市

町村別にみると要精検者数はあまり差がないのに、米子市から１３例、鳥取市から３例の

がんが発見されており、平成１０年度と逆転している。

年代別にみると、受診率は６０～６４歳、要精検率は３５～３９歳、がん発見率は４５～４９歳が

それぞれ高かった。

２．乳がん検診発見乳がん追跡調査結果
平成１１年度に発見された乳がん２４例について確定調査を行った結果、確定乳がんは２４

例（２５病変）で、前年度より４例減少した。米子市からがんが１３例発見されている。病

期分類はⅠ、Ⅱが１６例と比較的早期の症例が６７％を占めたが、初回受診者からⅣ期が２

例発見された。

また、術式別では乳房温存手術の普及とともにこれの大幅増が予想されたが、４０％と

前年度の５７．１％を下回った。組織型別では浸潤癌が２１例であった。

初回発見がんが１３例と多く、検診の有効性が認められる結果であった。
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（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
６ 年 度

平 成
７ 年 度

平 成
８ 年 度

平 成
９ 年 度

平 成
１０年 度

平 成
１１年 度

一次検診

対 象 者 数（人） １３６，８８２ １３０，５０８ １３５，１９５ １３０，１１２ １２７，１１８ １２８，９４８

受 診 者 数（人） ３３，７８５ ３２，７８９ ３２，０７３ ３２，１３１ ３０，０８６ ２９，２３１

受 診 率（％） ２４．７ ２５．１ ２３．７ ２４．７ ２３．７ ２２．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ３２，７５９ ３１，７７６ ３１，２５５ ３１，３４０ ２９，４７６ ２８，５７８

要 精 検 者 数（人） １，０２６ １，０１３ ８１８ ７９１ ６１０ ６５３

要精検者の割合（％） ３．０４ ３．０９ ２．５５ ２．４６ ２．０３ ２．２３

精密検査
受 診 者 数（人） ８９９ ９０２ ７２３ ６９８ ４９８ ５５０

受 診 率（％） ８７．６ ８９．０ ８８．４ ８８．２ ８１．６ ８４．２

精密検査
結 果

乳がん又はがんの疑
いのある者 （人） ３３ ３０ ３０ １６ ２９ ２４

乳がん発見率（％） ０．１０ ０．０９ ０．０９ ０．０５ ０．１０ ０．０８

（２） 平成１１年度乳がん検診結果

１）１次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一 次 検 診
受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要 精 検 率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

３０ ～ ３４ １，０５９ ３２ １，０２７ ３．０２

３５ ～ ３９ １，７１１ ７１ １，６４０ ４．１５

４０ ～ ４４ ２，３７０ ８０ ２，２９０ ３．３８

４５ ～ ４９ ２，７４９ １００ ２，６４９ ３．６４

５０ ～ ５４ ３，３５１ ８６ ３，２６５ ２．５７

５５ ～ ５９ ３，４４２ ６６ ３，３７６ １．９２

６０ ～ ６４ ４，４２８ ６３ ４，３６５ １．４２

６５ ～ ６９ ４，６３８ ７４ ４，５６４ １．６０

７０歳 以 上 ５，４８３ ８１ ５，４０２ １．４８

計 ２９，２３１ ６５３ ２８，５７８ ２．２３
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査
受 診 者 数
（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ３０ ９３．８ １４ １５ ０ １ ０．０９

３５ ～ ３９ ６０ ８４．５ １６ ４４ ０ ０ ０．００

４０ ～ ４４ ６５ ８１．３ ２３ ４１ ０ １ ０．０４

４５ ～ ４９ ８８ ８８．０ １６ ６６ １ ５ ０．２２

５０ ～ ５４ ７０ ８１．４ ９ ５９ ０ ２ ０．０６

５５ ～ ５９ ５５ ８３．３ １７ ３５ ０ ３ ０．０９

６０ ～ ６４ ５７ ９０．５ １８ ３８ ０ １ ０．０２

６５ ～ ６９ ６０ ８１．１ ２７ ２７ ０ ６ ０．１３

７０歳 以 上 ６５ ８０．２ ２３ ３８ ０ ４ ０．０７

計 ５５０ ８４．２ １６３ ３６３ １ ２３ ０．０８

ｂ．精密検査結果

一 次 検 診

機 関

精 密 検 査
受 診 者 数
（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

医 師 雇 上 ５０ ９２．６ ２２ ２６ ０ ２ ０．０６

保健事業団 ４０ ８３．３ １７ ２２ ０ １ ０．０１

病 院 ３００ ８６．０ ６９ ２２６ ０ ５ ０．０７

診 療 所 １６０ ７９．２ ５５ ８９ １ １５ ０．１８

計 ５５０ ８４．２ １６３ ３６３ １ ２３ ０．０８

３）検診機関別

ａ．１次検診結果

一次検診機関
一 次 検 診

受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要 精 検 率（％）

要精検者数 異常認めず

医 師 雇 上 ３，０８６ ５４ ３，０３２ １．７５

保健事業団 １０，６７７ ４８ １０，６２９ ０．４５

病 院 ６，７６８ ３４９ ６，４１９ ５．１６

診 療 所 ８，７００ ２０２ ８，４９８ ２．３２

計 ２９，２３１ ６５３ ２８，５７８ ２．２３
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１
，５
２４

４５
６

４５
６

２９
．９

２
２

０
．４
４

２
１０
０
．０

０
２

０
０

２
０
．０
００

関
金
町

８６
３

４２
０

４２
０

４８
．７

１
１

０
．２
４

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

北
条
町

１
，６
０４

３７
３

１０
８

４８
１

３０
．０

２
７

９
１
．８
７

９
１０
０
．０

１
８

０
０

８
０
．０
００

大
栄
町

１
，７
７８

１
，１
６１

１
，１
６１

６５
．３

４
４

０
．３
４

２
５０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

東
伯
町

３
，３
４０

７９
８

７９
８

２３
．９

８
８

１
．０
０

６
７５
．０

０
６

０
０

６
０
．０
００

赤
碕
町

２
，０
３１

６６
８

６６
８

３２
．９

１
１

０
．１
５

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

西
伯
町

７６
７

３８
７

３８
７

５０
．５

１９
１９

４
．９
１

１８
９４
．７

４
１４

０
０

１４
０
．０
００

会
見
町

１
，０
２３

２６
２

１６
２７
８

２７
．２

２
０

２
０
．７
２

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
７０

５５
０

１０
６

６５
６

２７
．７

１
８

９
１
．３
７

８
８８
．９

０
８

０
０

８
０
．０
００

日
吉
津
村

５６
４

２４
６

２２
２６
８

４７
．５

８
０

８
２
．９
９

８
１０
０
．０

０
８

０
０

８
０
．０
００

淀
江
町

２
，６
６５

１
５１
９

５２
０

１９
．５

０
３４

３４
６
．５
４

３０
８８
．２

５
２５

０
０

２５
０
．０
００

大
山
町

１
，６
８８

４６
５

３５
５０
０

２９
．６

４
１

５
１
．０
０

５
１０
０
．０

２
３

０
０

３
０
．０
００

名
和
町

１
，２
１０

１４
２

３９
４

５３
６

４４
．３

１
２５

２６
４
．８
５

２２
８４
．６

３
１８

０
１

１９
０
．１
８７

中
山
町

１
，０
３０

２８
５

２０
３０
５

２９
．６

１
０

１
０
．３
３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

２
，６
０３

７４
２

７４
２

２８
．５

２
２

０
．２
７

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
３５

日
野
町

１
，４
６０

５６
０

５６
０

３８
．４

２
２

０
．３
６

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

江
府
町

１
，５
８７

２４
５

６５
３１
０

１９
．５

１
８

９
２
．９
０

７
７７
．８

０
６

０
１

７
０
．３
２３

溝
口
町

９５
２

１７
８

１７
８

１８
．７

２９
２９

１６
．３

２５
８６
．２

２
２２

０
１

２３
０
．５
６２

合
計

１２
８
，９
４８

１３
，７
６３

１５
，４
６８

２９
，２
３１

２２
．７

１０
２

５５
１

６５
３

２
．２
３

５５
０

８４
．２

１６
３

３６
３

１
２３

３８
７

０
．０
８２

―
４１
―



（３） 平成１１年度乳がん検診発見乳がん患者追跡調査結果

１）登録届出数 ２４例（平成１０年度２８例）

確定乳癌 ２４例 ２５病変

鳥取市 ４ 米子市 １３ 境港市 １

岩美町 １ 名和町 １ 江府町 １

気高町 １ 日南町 １ 溝口町 １

Tnm分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

不明

１２

４

０

２

６

計 ２４

TNM分類

０

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳ

不明

１

９

１１

０

１

１

１

計 ２４

３）手術術式

乳房切除術 １５

コンハント１

１）拡大乳房切除術

２）胸筋合併乳房切除術

３）胸筋温存乳房切除術

１

０

１４（Bt＋Ax ７，Bt＋Ax＋IC ２）

乳房温存術 １０ （Bq＋Ax ２）

１）乳房扇状部分切除術

２）乳房円状部分切除術

２

８

（Bp＋Ax ２，Bp＋Ax＋Ic ５）

Bpのみ１

４）組織型

非浸潤癌 乳管癌 ２

浸潤癌 ２１

a 浸潤性乳管癌 １７ b 特殊型 ２

a１ 乳頭腺管癌 ７

a２ 充実腺管癌 ６

a３ 硬癌 ４

b２ 髄様癌 １

b７ アポクリン癌 １

不明 ２

２）病期分類

―４３―



５）検診から精検および手術までの間隔

間隔（日） 検診から精検 精検から手術 検診から手術

～７ ２２ ４ １

８～１４ ３ ５

１５～２１ ４ ５

２２～２８ １ １

２９～３５ ４ ３

３６～４２ ３ ３

４３～４９ １ １

５０～５６ １ １

５７～ ２ １

不 明 ３ ４

７）年齢構成

年 齢 ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～

例 数

（初回）

１

（１）

１ ６

（４）

３

（１）

２

（２）

１ ６

（３）

４

（２）

Tnm Ⅰ ３ ３ １ ２ ３

Ⅱ １ １ ２

Ⅲ

Ⅳ １ １

（１）

不明 １ ２ ２ １

集団検診発見 ２ 施設検診 ２２

６）検診歴と病期

Tnm分類 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 不明

初回検診 １３ ７ ２ ２ ２

繰返し検診 １１ １年 ９ ４ ２ ３

２年 ２ １ １

―４４―



８）まとめ

１．平成１１年度の検診発見乳癌は２４例（２５病変）、発見率は０．０８％であった。

西部地区が１８例と高かった。（昨年と逆）

２．病期分類は病期Ⅰ・Ⅱが１６例と早いものが多かったが、Ⅳ期も２例見られた。

３．手術術式では、乳房温存術が４０％と昨年に比して減少した。

（昨年 ５７．１％ 一昨年 ４１．７％）

４．組織型は、例年と差はない。

５．検診から精検までの期間は、９０％（２２例）が１週であり、４６％（１１例）が３週以

内に手術を受けていた。

６．初回検診発見ではStageⅠ・Ⅱが９例、６９％で、Ⅳも２例あった。

７．初回検診発見例が１３例（５４．２％）と半数を占めた。（昨年４３％）

―４５―



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１１年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市

町村が把握している人数）は１８１，６７７人で、このうち受診者数は４９，５４４人（地域検診：

２５，６４６人、施設検診：２３，８９８人）で、受診率は２７．３％であった。平成１０年度より受診者

数は２４２人増加し、受診率は０．３ポイント増加した。受診率は平成４年度事業開始より一

番高かったが、依然として市部の受診率は低かった。

要精検者数は４，４９８人（地域受診：２，０５０人、施設受診：２，４４８人）、要精検率は９．１％

で、前年度より０．４ポイント減少している。

このうち、精密検査を受診したのは２，９２０人、精検受診率は６４．９％で前年度より０．７ポ

イント増加した。

精検結果は、大腸がん１３９人、大腸がん疑い８人の合計１４７人が発見され、がん発見率

は０．３０％で前年度より０．０２ポイント減少した。

要精検率は集団検診より施設検診の方が高いが、施設検診の精検受診率は集団検診よ

り約１０％も低かった。

２．大腸がん検診発見大腸がん追跡調査結果
平成１１年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１５４例（地域検診：６４例、施設検

診：８７例、職域検診：３例）について追跡調査を行った。

１５４例のうち、地域検診５８例、施設検診８０例、職域検診２例の合計１４０例が確定大腸が

んで、そのうちの早期がんは９１例で早期癌率は６５．０％であった。

部位別にみると「直腸」「Ｓ状結腸」で７０．０％を占め、処置としては、外科手術６６例、

内視鏡的治療７４例であった。

地区別に比較すると、東部地区では外科手術が多く実施され、西部地区は内視鏡的治

療が多かった。また、医療機関での内視鏡治療がふえている。

Dukes分類はＡが７２．９％、組織型分類はWellが７８．６％であった。

深達度分類では、早期がんの「m」「sm」が６５．０％を占め、全国集計とほぼ同様であっ

た。施設検診から進行癌が多く発見されている。

逐年受診発見進行癌は１３例あり、そのほとんどは前年度便潜血陰性例であり、残りは

前年度精検未受診例であった。

―４６―



（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
６年度

平 成
７年度

平 成
８年度

平 成
９年度

平 成
１０年度

平 成
１１年度

一次検診

対 象 者 数（人） １８６，０７１ １８８，４１７ １９３，２９４ １８５，７６１ １８２，６２９ １８１，６７７

受 診 者 数（人） ４０，３５８ ４４，４９４ ４８，５３８ ４９，９５７ ４９，３０２ ４９，５４４

受 診 率（％） ２１．７ ２３．６ ２５．１ ２６．９ ２７．０ ２７．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ３６，５８１ ３９，９８３ ４４，００３ ４５，１２７ ４４，６１２ ４５，０４６

要 精 検 者 数（人） ３，７７７ ４，５１１ ４，５３５ ４，８３０ ４，６９０ ４，４９８

要精検者の割合（％） ９．４ １０．１ ９．３ ９．７ ９．５ ９．１

精密検査
受 診 者 数（人） ２，４５０ ３，１３４ ３，０４９ ３，２３４ ３，０１３ ２，９２０

受 診 率（％） ６４．９ ６９．５ ６７．２ ６７．０ ６４．２ ６４．９

精密検査
結 果

大腸がん又はがん
の疑いのある者（人） １１５ １４８ １６９ １７３ １５９ １４７

大腸がん発見率（％） ０．２８ ０．３３ ０．３５ ０．３５ ０．３２ ０．３０

（２） 平成１１年度大腸がん検診結果

１）１次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ８８６ １，５２１ ５６ １０４ ８３０ １，４１７ ６．３ ６．８

４５～４９ １，０９３ １，９２９ ９８ １２０ ９９５ １，８０９ ９．０ ６．２

５０～５４ １，３２５ ２，８３９ １４０ １６５ １，１８５ ２，６７４ １０．６ ５．８

５５～５９ １，３４５ ３，５３９ １３８ ２３６ １，２０７ ３，３０３ １０．３ ６．７

６０～６４ ２，５０１ ５，２７０ ２８４ ３８０ ２，２１７ ４，８９０ １１．４ ７．２

６５～６９ ３，７１０ ６，２８３ ４６２ ４８５ ３，２４８ ５，７９８ １２．５ ７．７

７０～７４ ３，６７１ ５，４６６ ３９３ ４５２ ３，２７８ ５，０１４ １０．７ ８．３

７５～７９ ２，１２４ ３，１９１ ２６５ ３２５ １，８５９ ２，８６６ １２．５ １０．２

８０歳以上 １，２１５ １，６３６ １８８ ２０７ １，０２７ １，４２９ １５．５ １２．７

計 １７，８７０ ３１，６７４ ２，０２４ ２，４７４ １５，８４６ ２９，２００ １１．３ ７．８

合 計 ４９，５４４ ４，４９８ ４５，０４６ ９．１

―４７―



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

４０ ～ ４４ ２７ ６４ ４８．２ ６１．５

４５ ～ ４９ ５３ ７７ ５４．１ ６４．２

５０ ～ ５４ ８３ １０５ ５９．３ ６３．６

５５ ～ ５９ ７９ １６９ ５７．２ ７１．６

６０ ～ ６４ １６７ ２７７ ５８．８ ７２．９

６５ ～ ６９ ２９４ ３４８ ６３．６ ７１．８

７０ ～ ７４ ２７２ ３３４ ６９．２ ７３．９

７５ ～ ７９ １７９ １９９ ６７．５ ６１．２

８０歳 以 上 １０５ ８８ ５５．９ ４２．５

計 １，２５９ １，６６１ ６２．２ ６７．１

合 計 ２，９２０ ６４．９

年 齢

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２０ ３９ ７ ２４ ０ ０ ０ １ ０．００ ０．０７

４５～４９ ２０ ４８ ３２ ２８ ０ ０ １ １ ０．０９ ０．０５

５０～５４ ３４ ６０ ４４ ４４ １ ０ ４ １ ０．３８ ０．０４

５５～５９ ３４ １０２ ３９ ６０ １ ２ ５ ５ ０．４５ ０．２０

６０～６４ ５７ １３９ １０６ １２３ ０ ２ ４ １３ ０．１６ ０．２８

６５～６９ ９２ １７４ １８１ １５３ ０ １ ２１ ２０ ０．５７ ０．３３

７０～７４ ９１ １５４ １６５ １６５ ０ ０ １６ １５ ０．４４ ０．２７

７５～７９ ５８ ８８ １０７ １０１ ０ １ １４ ９ ０．６６ ０．３１

８０歳以上 ３２ ３３ ７０ ４９ ０ ０ ３ ６ ０．２５ ０．３７

計 ４３８ ８３７ ７５１ ７４７ ２ ６ ６８ ７１ ０．３９ ０．２４

合 計 １，２７５ １，４９８ ８ １３９ ０．３０

―４８―



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診結果
一次検診受診者数

（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ９，２３７ １５，３５１ ８８７ １，０６１ ８，３５０ １４，２９０ ９．６ ６．９

ファルコ ２９５ ４８１ ３６ ３７ ２５９ ４４４ １２．２ ７．７
中国労働
衛生協会 ２００ ８２ ２５ ４ １７５ ７８ １２．５ ４．９

病 院 ２，２２２ ３，７５４ ２３７ ２４２ １，９８５ ３，５１２ １０．７ ６．４

診 療 所 ５，９１６ １２，００６ ８３９ １，１３０ ５，０７７ １０，８７６ １４．２ ９．４

計 １７，８７０ ３１，６７４ ２，０２４ ２，４７４ １５，８４６ ２９，２００ １１．３ ７．８

合 計 ４９，５４４ ４，４９８ ４５，０４６ ９．１

ｂ．精密検査結果

一次検診機関
精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

保健事業団 ５９１ ７８８ ６６．６ ７４．３

フ ァ ル コ ３０ ２９ ８３．３ ７８．４
中国労働衛
生 協 会 １２ ４ ４８．０ １００．０

病 院 １３８ １５０ ５８．２ ６２．０

診 療 所 ４８８ ６９０ ５８．２ ６１．１

計 １，２５９ １，６６１ ６２．２ ６７．１

合 計 ２，９２０ ６４．９

一次検診機関

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １８３ ４１６ ３７９ ３４３ ２ １ ２７ ２８ ０．３１４ ０．１８９

ファルコ １０ １５ １８ １３ ０ ０ ２ １ ０．６７８ ０．２０８
中国労働
衛生協会 ６ ０ ６ ４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

病 院 ５９ ８６ ６９ ５９ ０ ０ １０ ５ ０．４５０ ０．１３３

診 療 所 １８０ ３２０ ２７９ ３２８ ０ ５ ２９ ３７ ０．４９０ ０．３５０

計 ４３８ ８３７ ７５１ ７４７ ２ ６ ６８ ７１ ０．３９２ ０．２４３

合 計 １，２７５ １，４９８ ８ １３９ ０．２９７

―４９―
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（３） 平成１１年度大腸がん検診発見大腸がん患者追跡調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 施 設
職 域 総 計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

報 告 癌 １９ １９ ２６ ６４ ３０ ３ ５４ ８７ ３ １５４

確 定 癌 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０

腺 癌 ０ １ １ ２ １ ０ ３ ４ １ ７

そ の 他 ０ １ １ ２ １ ０ １ ２ ０ ４

未 受 診 １ ０ １ ２ ０ ０ １ １ ０ ３

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ２ １ ２ １１ ７ ６ ０ ２９

女 ０ ０ ０ ３ ６ ８ ５ ５ ２ ２９

計 ０ ０ ２ ４ ８ １９ １２ １１ ２ ５８

施

設

男 ０ １ ２ ４ ３ ９ ８ ７ ２ ３６

女 １ １ １ ３ ９ １１ １０ ５ ３ ４４

計 １ ２ ３ ７ １２ ２０ １８ １２ ５ ８０

職

域

男 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

総

計

男 １ １ ５ ５ ５ ２０ １５ １３ ２ ６７

女 １ １ １ ６ １５ １９ １５ １０ ５ ７３

計 ２ ２ ６ １１ ２０ ３９ ３０ ２３ ７ １４０
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表３ 部 位
（ ）内％

地 域 施 設
職 域 総 計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ４ ２ ５ １１ ８ １ １０ １９ １ ３１（２２．１）

Ｓ １１ ７ ９ ２７ １２ １ ２６ ３９ １ ６７（４７．９）

Ｄ ０ １ １ ２ ３ ０ １ ４ ０ ６（ ４．３）

Ｔ ０ １ １ ２ １ ０ ５ ６ ０ ８（ ５．７）

Ａ １ ４ ５ １０ ３ ０ ４ ７ ０ １７（１２．１）

Ｃ １ ２ ２ ５ １ ０ ２ ３ ０ ８（ ５．７）

不 明 １ ０ ０ １ ０ １ １ ２ ０ ３（ ２．１）

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）

表４ 大きさ
（ ）内％

大きさ（㎜）
地 域 施 設

職 域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ６ ３ ７ １６ ４ １ ８ １３ ０ ２９（２０．７）

１１～２０ ７ ５ ６ １８ １１ ０ ９ ２０ １ ３９（２７．９）

２１～５０ ４ ５ ３ １２ １０ ０ １６ ２６ ０ ３８（２７．１）

５１～ １ ０ ３ ４ ２ ０ ７ ９ １ １４（１０．０）

不 明 ０ ４ ４ ８ １ ２ ９ １２ ０ ２０（１４．３）

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）

―５４―



表５ 肉眼分類

肉眼分類
０型 １型 ２型 ３型 ４型 ５型 不明 計

９１ ９ ３６ ３ ０ ０ １ １４０

早 期 癌 Ⅰp Ⅰsp Ⅰs Ⅱa Ⅱa＋Ⅱc Ⅱc その他 不明 計

分 類 ３４ ２９ １６ ８ ２ ０ ０ ２ ９１

表６ 深達度
（ ）内％

深 達 度
地 域 施 設

職 域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

m １１ １１ １６ ３８ １０ ３ ２２ ３５ １ ７４

sm ４ ２ ２ ８ ４ ０ ４ ８ ０ １６

不 明 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １

小 計 １５ １３ １８ ４６ １５ ３ ２６ ４４ １ ９１（６５．０）

mp ０ ３ １ ４ ３ ０ ７ １０ ０ １４

ss ２ １ ３ ６ ７ ０ ９ １６ ０ ２２

se １ ０ １ ２ １ ０ ６ ７ １ １０

si ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ ２

不 明 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １

小 計 ３ ４ ５ １２ １３ ０ ２３ ３６ １ ４９（３５．０）

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）
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表７ Dukes分類
（ ）内％

Dukes分類
地 域 施 設

職 域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ａ １５ １６ １９ ５０ ２０ ３ ２８ ５１ １ １０２（７２．９）

Ｂ １ ０ ２ ３ ３ ０ ６ ９ ０ １２（ ８．６）

Ｃ ２ １ ２ ５ ３ ０ １１ １４ １ ２０（１４．３）

Ｄ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ４ ０ ４（ ２．９）

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ２（ １．４）

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）

表８ 組織型分類
（ ）内％

組 織 型
地 域 施 設

職 域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Well １５ １５ ２２ ５２ １８ １ ３８ ５７ １ １１０（７８．６）

Mod １ ２ ０ ３ １０ １ １１ ２２ ０ ２５（１７．９）

Poor １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １（ ０．７）

Muci ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Signet ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Squa ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Pap ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不 明 １ ０ １ ２ ０ １ ０ １ １ ４（ ２．９）

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）

―５６―



表９ 治療方法
（ ）内％

治療方法
地 域 施 設

職 域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

外 科 手 術 ６ ９ ８ ２３ １８ ０ ２４ ４２ １ ６６（４７．１）

内視鏡治療 １２ ８ １５ ３５ １０ ３ ２５ ３８ １ ７４（５２．９）

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １８ １７ ２３ ５８ ２８ ３ ４９ ８０ ２ １４０（１００．０）

表１０ 平成１１年度逐年検診発見進行癌

症 例 病 巣

便潜血 地区 検診
№ 氏 名 年令 性 部位

大きさ

（㎜）
深 達 肉眼型 組織型

１ Ｋ・Ｅ ７３ f Ａ ５０ se ２ Well ＋＋ 東
地

域

２ Ｙ・Ｓ ６５ m Ｒ １５ mp １ Well －＋ 中

３ Ａ・Ｋ ６８ f Ｃ ４５ ss ２ Mod －＋ 中

４ Ｎ・Ｍ ５７ f Ｒ １５ ss ２ Well －＋ 西

５ Ｔ・Ｔ ７７ f Ｓ １０ mp １ Well ＋＋ 西

６ Ｋ・Ｍ ６９ f Ａ ３５ mp ２ Well ＋＋ 東

施

設

７ Ｋ・Ｙ ７３ m Ｄ ４５ ss ２ Mod ＋＋ 東

８ Ｋ・Ｔ ７１ f Ｓ ９５ mp １ Well －＋ 西

９ Ｓ・Ｓ ６６ f Ｓ ２４ ss ２ Well ＋－ 西

１０ Ｉ・Ｂ ６１ m Ｓ ２５ se ２ Well －＋ 西

１１ Ｋ・Ｙ ６８ f Ｃ １８ mp １ Mod ＋＋ 西

１２ Ｍ・Ｍ ６７ f Ｓ ３５ ss ３ Mod －＋ 西

１３ Ｋ・Ｅ ６０ f Ｓ ２９ mp ２ Mod ＋＋ 西
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表１１ ２年前受診進行癌

症 例 病 巣

便潜血 地区 検診
№ 氏 名 年令 性 部位

大きさ

（㎜）
深 達 肉眼型 組織型

１ Ｍ・Ｍ ７０ f Ｒ ４０ ss ２ Well ＋＋ 東
地

域

２ Ｆ・Ｈ ６５ f Ｒ ５５ ss ２ Por －＋ 東

３ Ｎ・Ｍ ７８ m Ｓ ２０ mp ２ Well ＋＋ 中

４ Ｍ・Ｓ ７３ m Ｓ ２０ mp １ Mod ＋－ 中

５ Ｓ・Ｔ ５９ m Ｓ ２０ ss ２ Mod －＋ 東

施

設

６ Ｔ・Ｈ ７９ f Ｄ １３ ss ２ Well ＋＋ 東

７ Ｙ・Ｎ ７２ m Ｒ ２０ mp ２ Mod －＋ 東

８ Ｕ・Ｙ ６１ f Ｒ ５５ se ３ Well －＋ 西

９ Ｋ・Ｋ ６７ m Ａ ５０ ss ２ Mod ＋－ 西

１０ Ｋ・Ｙ ６４ m Ｓ １０ mp ２ Well ＋－ 西
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６．肝 臓 が ん 検 診

１．肝臓がん検診実績
平成１１年度は２３市町村で実施し、対象者数（基本健康診査の対象者数）は３８，４６０人で、

このうち受診者数は３，７８８人で受診率は９．８％であった。

一次検診の結果、要指導者は３５３人（９．３％）、要精検者は５０９人（１３．４％）であった。

このうち、精密検査を受診したのは３１３人、精検受診率６１．５％であった。また、精検

受診者３１３人のうち、HBs抗原陽性者は８０人、HCV抗体陽性者は１０１人であった。

この結果、肝臓がんまたは肝臓がん疑いの者は２人であり、発見率は０．０５％であった。

平成７年度～平成１１年度の５年間を集計すると、受診者数は６２，９１８人で、そのうち

HBs抗原陽性者は１，７０５人（２．７１％）、HCV抗体陽性者は２，９５２人（４．６９％）であった。

HCV抗体陽性率は６０歳以上が高く、HBs抗原陽性率は４０～５９歳が高い傾向は例年と同

様であった。

２．肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査結果
肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査を平成１０年度より

行うことになり、平成１１年度は２７市町村で実施された。

健康指導対象者はＢ型肝炎ウイルス陽性者が６４２人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が６７８人

で、このうち受診者数はＢ型肝炎ウイルス陽性者が２９５人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が

３７１人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が５９人（受診

者数の２０．０％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１８６人（受診者数の５０．１％）であった。また、

肝硬変と診断された人はＢ型肝炎ウイルス陽性者が４人（受診者数の１．４％）、Ｃ型肝炎

ウイルス陽性者が１６人（受診者数の４．３％）であった。

肝臓がん疑いまたは肝臓がんと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が２人（受

診者数の０．７％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が８人（受診者数の２．２％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成１１年度肝臓がん検診によりがん及びがん疑いの者が２名発見され、確定調

査の結果、確定がんが１名、血管腫が１名であった。また、肝臓がん検診により発

見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん及びがん疑いの者が６名

発見された。確定調査を行った結果、確定がんが４例であった。

（２） 平成７年度～１１年度肝臓がん検診で確定がんが１５例、平成１０、１１年度定期検査

確定がんが１４例であった。
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（１） 平成１１年度肝臓がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要指導者数 要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４（ ３５）
１８７

（ ４６）
３０２

（ ７）
３７
（ ２）

１８
（ １２）

３８
（ １）

１８
（ １６）
１１２

（ ４３）
２６６

２０．３ ６．０

４５～４９（ ４２）
１６０

（ ７６）
２７７

（ ６）
２４
（ ２）

７
（ １５）

３８
（ ５）

２５
（ ２１）

９８
（ ６９）
２４５

２３．８ ９．０

５０～５４（ ４３）
１５０

（ ６０）
３５１

（ １０）
３３
（ ５）

３２
（ ６）

２７
（ ９）

３９
（ ２７）

９０
（ ４６）
２８０

１８．０ １１．１

５５～５９（ ３１）
１５７

（ ５２）
３２０

（ ３）
２３
（ ４）

２１
（ ６）

３３
（ ５）

３６
（ ２２）
１０１

（ ４３）
２６３

２１．０ １１．３

６０～６４（ ３５）
２６７

（ ３６）
３９６

（ ６）
４１
（ １）

２８
（ １）

４９
（ ４）

４７
（ ２８）
１７７

（ ３１）
３２１

１８．４ １１．９

６５～６９（ ３３）
２７２

（ １８）
３２６

（ ３）
３７
（ ２）

１６
（ ３）

５２
（ １）

４３
（ ２７）
１８３

（ １５）
２６７

１９．１ １３．２

７０～７４（ １４）
１４１

（ ２０）
２０１

（ ０）
１５
（ １）

７
（ ３）

１５
（ ２）

１６
（ １１）
１１１

（ １７）
１７８

１０．６ ８．０

７５～７９（ ６）
８０
（ ４）
１０１

（ １）
５
（ ０）

８
（ １）

１１
（ ０）

９
（ ４）

６４
（ ４）

８４
１３．８ ８．９

８０歳以上 （ ３）
４６
（ ３）

５４
（ ０）

１
（ ０）

０
（ ０）

６
（ ０）

７
（ ３）

３９
（ ３）

４７
１３．０ １３．０

計 （ ２４２）
１，４６０

（ ３１５）
２，３２８

（ ３６）
２１６

（ １７）
１３７

（ ４７）
２６９

（ ２７）
２４０

（ １５９）
９７５

（ ２７１）
１，９５１

１８．４ １０．３

合 計 （ ５５７）
３，７８８

（ ５３）
３５３

（ ７４）
５０９

（ ４３０）
２，９２６

１３．４

（ ）内は、ウイルス検査のみした人の再掲
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

４０～４４
（ ９）
［ ３］

２５

（ ６）
［ ２］

８
６５．８ ４４．４

４５～４９
（ ７）
［ １］

２３

（ ７）
［ ４］

１７
６０．５ ６８．０

５０～５４
（ ５）
［ ４］

２０

（ ６）
［ ９］

２６
７４．１ ６６．７

５５～５９
（ ５）
［ ３］

１８

（ ８）
［ ７］

２０
５４．５ ５５．６

６０～６４
（ ５）
［ ５］

２４

（ ５）
［ １６］

３７
４９．０ ７８．７

６５～６９
（ ４）
［ ６］

２３

（ ８）
［ １８］

２９
４４．２ ６７．４

７０～７４
（ １）
［ ４］

１１

（ ２）
［ ５］

９
７３．３ ５６．３

７５～７９
（ １）
［ ４］

９

（ １）
［ ３］

５
８１．８ ５５．６

８０歳以上
（ ０）
［ ４］

５

（ ０）
［ ３］

４
８３．３ ５７．１

計
（ ３７）
［ ３４］

１５８

（ ４３）
［ ６７］

１５５
５８．７ ６４．６

合 計
（ ８０）
［ １０１］

３１３
６１．５

＊（ ）内はHBs抗原陽性者で再掲

＊［ ］内はHCV抗体陽性者で再掲

―６１―
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歳
以
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０

１
１
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８
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合
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３
，７
８８

１２
５

３
．３

１５
１

４
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年
齢

精
密

検
査

結
果

異
常
な
し
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の

他
の

疾
病

肝
臓
が
ん
疑
い
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臓
が

ん
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が
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％
）
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疾
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肪
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う
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男
女
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女

男
女

男
女

男
女
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女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

０
０
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８

６
１

８
５

２
２

１
０

６
０

１
０

０
０

１
０

０
０
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１４

５
３

６
８

２
２

０
０
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０
１
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～
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０
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０
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４）平成７～１１年度 年代別肝臓がん検診結果

年 齢

一 次 検 診
受診者数（人）

HBs 抗 原
陽 性 者（人）

HBs 抗 原
陽 性 率（％）

HCV 抗 体
陽 性 者（人）

HCV 抗 体
陽 性 率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １，２５６ ２，５９８ ６７ ８６ ５．３３ ３．３１ ２９ ３４ ２．３１ １．３１

４５～４９ １，４８６ ３，３６３ ８１ １４５ ５．４５ ４．３１ ３０ ８４ ２．０２ ２．５０

５０～５４ １，２４５ ３，７１７ ６９ １５３ ５．５４ ４．１２ ２２ １３５ １．７７ ３．６３

５５～５９ １，４６１ ４，７３８ ５７ １５８ ３．９０ ３．３３ ５４ ２０４ ３．７０ ４．３１

６０～６４ ３，３５６ ７，５２８ １００ １６７ ２．９８ ２．２２ １４７ ４０８ ４．３８ ５．４２

６５～６９ ４，４５０ ７，９５８ １１２ １６５ ２．５２ ２．０７ ２３９ ４４３ ５．３７ ５．５７

７０～７４ ３，７９６ ６，３２９ ６６ １１７ １．７４ １．８５ ２３４ ３６４ ６．１６ ５．７５

７５～７９ ２，０４８ ３，６３２ ４６ ６０ ２．２５ １．６５ １２４ １９５ ６．０５ ５．３７

８０歳以上 １，４９１ ２，４６６ １５ ４１ １．０１ １．６６ ９４ １１２ ６．３０ ４．５４

計 ２０，５８９ ４２，３２９ ６１３ １，０９２ ２．９８ ２．５８ ９７３ １，９７９ ４．７３ ４．６８

合 計 ６２，９１８ １，７０５ ２．７１ ２，９５２ ４．６９

―６７―



（
２
）
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
１０
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
１１
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成１
１年
４
月
１
日

現
在
の
実
人
数
）

受
診
者
数

（
平
成１
２年
３
月３
１日

現
在
の
実
人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の

他
無
症
候
性

H
B
s
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

２６
２４

６
５

４
５

０
０

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

３１
３８

７
１４

３
８

２
０

２
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

５０
～
５４

３６
７１

８
２８

６
１８

０
２

２
５

０
１

０
０

０
０

０
０

０
２

０
０

５５
～
５９

２５
４５

９
３２

５
２４

０
２

３
４

０
０

０
０

１
０

０
０

０
２

０
０

６０
～
６４

２７
６４

１２
２７

７
２２

０
１

４
３

０
０

１
０

０
０

０
０

０
１

０
０

６５
～
６９

３９
６５

２３
３４

１６
２５

０
２

７
５

０
０

０
０

０
０

０
１

０
１

０
０

７０
～
７４

２７
６１

２３
３６

１６
２６

０
４

６
５

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

７５
～
７９

１５
２３

７
１２

３
７

１
０

３
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
２

８０
歳
以
上

１０
１５

５
７

４
６

０
０

１
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

計
２３
６

４０
６

１０
０

１９
５

６４
１４
１

３
１１

２９
３０

１
３

２
０

１
０

０
１

０
６

０
３

合
計

６４
２

２９
５

２０
５

１４
５９

４
２

１
１

６
３

２
）
平
成
１１
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成１
１年
４
月
１
日

現
在
の
実
人
数
）

受
診
者
数

（
平
成１
２年
３
月３
１日

現
在
の
実
人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の

他
無
症
候
性

H
C
V
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

５
５

０
４

０
１

０
０

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

７
１５

０
５

０
１

０
０

０
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４

４
２１

２
１５

１
３

１
１

０
７

０
３

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９

８
４２

３
２０

１
７

０
１

２
１１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

６０
～
６４

４２
９２

１６
４０

８
１４

０
０

６
２０

１
１

０
０

０
０

１
１

０
２

０
２

６５
～
６９

４６
１１
２

２３
６４

７
２２

０
１

１４
３６

０
２

２
０

０
０

０
０

０
１

０
２

７０
～
７４

５５
９０

３３
６０

１３
２４

１
２

１６
３２

０
２

０
０

１
０

０
０

２
０

０
０

７５
～
７９

３０
５３

２５
３５

１１
１０

０
１

１０
１８

０
３

０
０

０
０

２
１

１
０

１
２

８０
歳
以
上

２５
２６

１４
１２

６
８

０
０

６
１

１
３

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

計
２２
２

４５
６

１１
６

２５
５

４７
９０

２
６

５４
１３
２

２
１４

２
０

１
１

４
２

３
４

１
６

合
計

６７
８

３７
１

１３
７

８
１８
６

１６
２

２
６

７
７

―
６９
―



健康指導

対象者数

定期検査

受診者数
慢性肝炎 肝 硬 変

肝臓がん疑い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス

陽性者
６４２ ２９５

５９

（２０．０％）

４

（１．４％）

２

（０．７％）

Ｃ型肝炎ウイルス

陽性者
６７８ ３７１

１８６

（５０．１％）

１６

（４．３％）

８

（２．２％）

（３） 平成１１年度肝臓がん検診等発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１１年度肝臓がん検診発見及び定期検査（がん疑いまたはがん）

№ 診断時
年齢 性 診断 治療 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備考

（検診発見癌または癌疑い）

１

２

４９

７１

男

女

癌

血管腫

TAI／RES
切 除

＞４個

２ 個

Ｓ４５６８

Ｓ８３

８０×８０

８５×６８

浸潤 無

無

Ｂ

（－）

４か月後死亡

平成１２年５月手術

（定期検査による発見癌または癌疑い）

３

４

５

６

７

８

７９

６３

５６

７９

８２

５０

男

女

男

女

男

女

癌

癌

癌疑い

癌

癌

癌疑い

TAE

PEIT

TAE

TAE

単 発

単 発

単 発

単 発

Ｓ８

Ｓ２

Ｓ６

Ｓ４

１０×１０

１０×１０

１０×１０

５５×４０

浸潤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

無

有

有

有

無

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

８か月後死亡

平成９年１２月初回

平成１２年８月精査中

平成１２年２月初回

平成１２年４月初回

癌否定済み

２）平成１０年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 診断時
年齢 性 治療 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

７１

７６

７０

６３

８３

７１

６８

６３

５９

６４

６６

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

切除

TAE

切除

切除

TAE

TAE

MCT

PEIT

TAE

切除

切除

９５．０８

９８．０６．３０

９８．０８．３１

９７．０２．２６

９９．０２．１１

９７．０７．１６

９９．０１．２５

９７．１２．０３

９８．０５

００．０２．０８

００．０６．１３

単 発

単 発

単 発

単 発

＞４個

２ 個

４ 個

単 発

３ 個

単 発

２ 個

Ｓ８

Ｓ８

Ｓ８

Ｓ３５６７８

Ｓ６８

Ｓ２３７７

Ｓ２

Ｓ５７８

Ｓ５／６
Ｓ６５

３０×３０

４０×３０

４０×４０

４０×３０

３０×３０

２７×２７

１０×１０

２０×２０

７５×７０

１５×１５

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

有

有

有

有

無

有

無

有

無

有

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

TAE計３回施行

無再発生存中

１年後再発、TAE５回

００．０１．１３死亡

TAE計２回、無再発

１年６か月後再発

無再発生存中

TAE計３回施行

―７１―



３）平成７・８・９・１０年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 診断時
年齢 性 治療 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

７４

７０

６３

８３

７４

６４

７２

７０

６９

７３

６１

７５

５７

８０

女

女

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

女

切除

TAE／PEIT
切除

TAE

TAE

TAE

TAE

PEIT

PEIT

TAE／切除
TAE

TAE

TAE

切除

９５．１０．２４

９６．０２．２０

９６．０３．１３

９６．０７．１５

９６．０８．２９

９６．１０．２５

９６．１１．０１

９６．１１．２２

９７．０１．０７

９７．１１．１７

９７．１１．１７

９７．１２．０４

９８．０３．０３

９８．０７．３１

単 発

単 発

単 発

単 発

４以上

４以上

２ 個

単 発

単 発

４以上

３ 個

単 発

単 発

単 発

Ｓ４

Ｓ８

Ｓ７

Ｓ４

Ｓ５６７８

Ｓ６７

Ｓ６

Ｓ５

Ｓ７

Ｓ２３４

Ｓ５６８

Ｓ７／８
Ｓ１

Ｓ５／６

５５×５５

４０×３８

３０×２３

１２×１２

３５×３５

６７×５７

２０×２０

２５×２５

１０×９

８０×６０

１０×１０

４０×３２

７０×５０

２５×２５

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

無

有

無

無

無

有

有

無

無

有

無

有

無

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

（－）

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

１年６か月後再発

死亡

無再発生存中

３年９か月後死亡

１年８か月後死亡

９か月後死亡

１年１か月後死亡

９か月後同所再発

２年６か月後再発

３か月後死亡

２年３か月後死亡

７か月後死亡

１年後死亡

９か月後死亡

―７２―



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１１年度実績（鳥取） 平成１１年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７４，０２１ ３１，９５７，４２５

受 診 者 数（人） ３９，７８３ ４，１７１，０７５

受 診 率（％） ２２．９ １３．１

要 精 検 者 数（人） ６，４６４ ４９６，７６６

要 精 検 率（％） １６．２ １１．９

精 検 受 診 者 数（人） ４，８９４ ３８２，５６１

精 検 受 診 率（％） ７５．７ ７７．０

がん又はがんの疑いのある者 ９０ ７，１３３

が ん 発 見 率（％） ０．２３ ０．１７

Ｈ１１年度受診率全国順位 １２ ―

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２６，１０３ ２５，６４１，４３５

受 診 者 数（人） ２５，８７４ ３，５０８，４８６

受 診 率（％） ２０．５ １３．７

要 精 検 者 数（人） １３７ ３４，４９１

要 精 検 率（％） ０．５３ １．０

精 検 受 診 者 数（人） １１２ ２４，５６９

精 検 受 診 率（％） ８１．８ ７１．２

がん又はがんの疑いのある者 ５９ ６，９３６

が ん 発 見 率（％） ０．２３ ０．２０

Ｈ１１年度受診率全国順位 １２ ―

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７７，８１５ ３１，９１０，７２２

受 診 者 数（人） ６４，８４５ ７，１２７，２４０

受 診 率（％） ３６．５ ２２．３

要 精 検 者 数（人） １６９ １８９，３０２

要 精 検 率（％） ０．２６ ２．７

精 検 受 診 者 数（人） １４２ １４９，１８８

精 検 受 診 率（％） ８４．０ ７８．８

がん又はがんの疑いのある者 ５８ ６，３２６

が ん 発 見 率（％） ０．０９ ０．０９

Ｈ１１年度受診率全国順位 １５ ―

―７３―



区 分 平成１１年度実績（鳥取） 平成１１年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２８，９４８ ２６，２２７，４７１

受 診 者 数（人） ２９，２３１ ３，０５７，４４４

受 診 率（％） ２２．７ １１．７

要 精 検 者 数（人） ６５３ １３４，７８８

要 精 検 率（％） ２．２３ ４．４

精 検 受 診 者 数（人） ５５０ １０６，６８７

精 検 受 診 率（％） ８４．２ ７９．２

がん又はがんの疑いのある者 ２４ ４，３９３

が ん 発 見 率（％） ０．０８ ０．１４

Ｈ１１年度受診率全国順位 ７ ―

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １８１，６７７ ３４，４６０，３０３

受 診 者 数（人） ４９，５４４ ５，２７１，１９６

受 診 率（％） ２７．３ １５．３

要 精 検 者 数（人） ４，４９８ ３７２，１７６

要 精 検 率（％） ９．１ ７．１

精 検 受 診 者 数（人） ２，９２０ ２１９，１５１

精 検 受 診 率（％） ６４．９ ５８．９

がん又はがんの疑いのある者 １４７ １１，２４５

が ん 発 見 率（％） ０．３０ ０．２１

Ｈ１１年度受診率全国順位 ９ ―

―７４―
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Ⅲ．平成１２年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



平
成
１２
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者
数

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会

平
成
１２
年
８
月
１０
日
（
木
）

午
後
４
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館
１０
９
名
演
題
「
鳥
取
県
胃
集
検
の
問
題
点
と
今
後
の
展
望
」

講
師
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院
内
科

部
長

秋
藤
洋
一
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

田
中
久
雄
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

佐
藤

徹
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

三
浦
邦
彦
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

子
宮
が
ん
検
診
症
例
研
究
会

平
成
１３
年
２
月
１
日
（
木
）

午
後
４
時

平
成
１２
年
１１
月
２６
日
（
日
）

午
後
３
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

米
子
市

西
部
医
師
会
館

４２
名

５１
名

演
題
「
子
宮
が
ん
検
診
に
お
け
る
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
女
性
診
療
科

講
師

入
江

隆
先
生

症
例
検
討

子
宮
頚
部
が
ん
発
見
症
例

車
検
診
１
例
、
施
設
検
診
５
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会

平
成
１３
年
２
月
１７
日
（
土
）

午
後
４
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

９４
名
演
題
「
肺
が
ん
と
鑑
別
が
必
要
な
各
種
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
第
３
内
科

教
授

清
水
英
治
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

山
下

裕
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医
第
２
外
科

中
村
廣
繁
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会

平
成
１２
年
８
月
５
日
（
土
）

午
後
３
時
３０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

７６
名
演
題
「
乳
が
ん
検
診
の
こ
れ
か
ら
―
乳
が
ん
検
診
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

講
師
：
医
療
法
人
向
仁
会
永
井
病
院
理
事
長

永
井

宏
先
生

症
例
検
討

西
部
―
１
例
：
日
野
病
院

岡
野
一
廣
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

衣
笠
陽
一
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

大
谷
眞
二
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究

平
成
１２
年
８
月
２６
日
（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

７７
名
講
演
「
大
腸
が
ん
検
診
に
対
す
る
開
業
医
の
取
り
組
み
―
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
中
心
に
―
」

講
師
：
吉
中
胃
腸
科
医
院

院
長

吉
中
正
人
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

秋
藤
洋
一
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

佐
藤

徹
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

山
藤
由
明
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
平
成
１３
年
２
月
２４
日
（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

９０
名
演
題
「
肝
が
ん
診
療
の
現
状
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
第
２
内
科

助
手

前
田
直
人
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

松
田
裕
之
先
生

中
部
―
１
例
：
県
立
厚
生
病
院

仙
田
哲
朗
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

岸
本
幸
廣
先
生

―
７７
―



１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１２年８月１０日（木） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 田 中 久 雄

７５才、男性

集検歴：平成６年：幽門前庭部大弯弯入、３、不詳

平成１０年：胃角部小弯変形、３、未受診

平成１１年：幽門前庭部欠損様、５、当院にて精検

経 過：平成１１年１２月８日、当院にて胃内視鏡検査施行

噴門部から幽門部にかけて４型胃癌を認めた。

生検にてpoorly differentiated adenocarinomaの診断であった。

平成１１年１２月２７日、胃空腸吻合術施行

胃前庭部を中心に肉眼分類４型の胃癌

P３H０T３、stageⅣb、Cur C

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 佐 藤 徹

７０歳、女性

集検歴：平成９年 異常なし

平成１０年 異常なし

平成１１年 異常なし

平成１２年 胃体部大弯弯入、３、要精検

経 過：平成１２年５月１７日の胃集検にて要精検とされ、細川内科医院受診、前庭部大

彎に隆起性病変を指摘され、当院内科紹介受診、精査加療目的に入院。

胃内視鏡検査、胃造影検査にて、前庭部大彎にⅡc＋Ⅱa型、一部にⅠ型の高

い隆起をもった病変を認めた。進達度はmpと診断した。

幽門側胃切除術施行、３×１．５㎝のⅡc＋Ⅱa型病変とそれに連続した、１×

１×０．８㎝のⅠ型の高い隆起性病変を認めた。進達度は、smであった。組織

型は、poorly differentiated adenocarinomaであった。

検 討：他部位チェック症例であり、病変は平成１０年の胃集検フィルムでも指摘可能

ではとの意見もあった。

―７９―



〔西部症例］ 提出者：山陰労災病院 三 浦 邦 彦

７５歳、男性

集検歴：平成１０年８月２１日胃集検（車検診）では異常なし。

平成１１年８月１９日胃集検（車検診）にて異常（噴門部欠損様）を指摘される。

結 果：平成１１年１０月２０日胃切除術施行

１）胃幽門前庭部（小弯からやや後壁）

肉眼分類２型 ４．０×３．５㎝

（mp、tub２、P０H０N１M０、stageⅡ）

２）胃噴門部 良性ポリープ（過形成性）

検 討：平成１０年集検フイルム

二重造影の１枚のみに周堤の一部と考えられる所見が描出されているが、

この病変の正確な指摘は困難である。

平成１１年集検フイルム

幽門前庭部小弯のわずかな壁不整が指摘されるが、同部位の十二指腸との

重なり、瀑状胃による撮影の困難さなどの悪条件のため病変の指摘は容易

ではない。噴門部に明らかな陰影欠損が認められ、これによるいわゆる

!やぶにらみ"でcheckされた症例である。幽門輪に近い前庭部病変の診
断の困難さを示す典型的な１例と考えられる。

―８０―



２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１２年１１月２６日（日） 午後３時

場 所 西部医師会館

挨 拶

寺川直樹鳥取県成人病検診管理指導協議会子宮がん部会長と大石徹鳥取県健康対策協

議会子宮がん対策専門委員会委員長の挨拶があった。

１．症例検討

鳥取大学医学部産科婦人科学教室助教授 紀川純三先生の進行により、車検診症例―

１例、施設検診症例―５例について症例検討が行われた。

平成１２年度症例研究会症例

氏 名 生年月日 市町村名 検診月日 検診機関名 一次検診結果 精検機関名 精 検 結 果 治療機関名

症例１
（M.F） S．６．１０．２６ 青谷町 H．１１．４．２７ 車検診 Ⅳ―CIS 県立中央病院 Squamous cell carcinoma 鳥取赤十字病院

症例２
（S.J） S．２９．２．２２ 米子市

H．９．７．７

富永産婦人科医
院

CT―Ⅲa
MD―Ⅱ 頚管炎？

富永産婦人科医
院

富永産婦人科医
院H．１０．７．１１ CT―Ⅱ

H．１１．１０．１２ V―MIC 子宮頚癌 ０期

症例３
（T.Y） S．１６．３．３０ 米子市

H．９．１２．１９

国立米子病院

CT―Ⅳ CIS
MD―Ⅲb 腺異型

国立米子病院

moderate dysplasia

国立米子病院H．１０．１２．２２ CT―Ⅲa moderate dysplasia
MD―Ⅲb moderate＋腺異型 severe dysplasia

H．１１．１２．９ V―Sq.cell.ca 子宮頚癌 ０期

症例４
（M.M） S．１０．１０．１９ 米子市

H．９．８．２０

鎌沢産婦人科医
院

CT―Ⅱ candida

鳥大医学部附属
病院

鳥大医学部附属
病院H．１０．７．１７ CT―Ⅱ

H．１１．９．１７ CT―Sq.cell.ca
MD―small.cell.ca疑 子宮頚癌 Ib期

症例５
（O.H） T．１２．７．８ 米子市

H．９．１２．８

博愛病院

CT―Ⅱ
鳥大医学部附属
病院

鳥大医学部附属
病院

H．１１．１１．２ CT―MIC
MD―severe dys＋老人性変化 子宮頚癌 ０期

症例６
（S.S） T．１３．６．２５ 米子市 H．１１．１１．３０ 中曽産婦人科医

院
臨床診断にて体部癌疑
（体部細胞診標本なし）

鳥大医学部附属
病院 子宮体癌 Ia期 鳥大医学部附属

病院

※症例６は子宮体部癌

―８１―



３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１３年２月１７日（土） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 山 下 裕

症例Ⅰ：５０歳、男性

既往歴：特記事項なし

現症経過：職場検診で左肺上葉の異常影を指摘され、精査目的で来院。CT検査にて、

１t. S１＋２に胸膜牽引を伴う瘢痕様陰影を認める。CTガイド下生検を２回

実施するも、腺癌を否定出来ないとの結果であった。診断、治療方針決定の

目的で、胸腔鏡下に肺部分切除を施行。迅速組織診にて悪性は否定されたた

め、手術を終了した。永久組織診で活動性の部分を有する結核と診断された

ため、治療目的で内科に転科した。

症例Ⅱ：５９歳、女性

既往歴：特記事項なし

現症経過：肺癌検診にて、左下肺野の腫瘤影を指摘され、精査目的で来院した。CT

にて１t. S９に１．５㎝大のspiculaを伴う腫瘤を認め、強く腺癌が疑われた。生

検で確診を得た後左肺下葉切除＋R２aリンパ節郭清を施行した。

病理組織診断は、papilally adenocarcinoma well diff. t２（p２）n０. m０ stage

Ⅰbであった。

表は当院での平成１２年度の肺癌手術症例である。発見動機と病期をみると、無症例発

見例（ドック、検診、他疾患経過中偶然発見）に有症状例と比較して、明かに病期の軽

い症例が多く認められる。肺癌検診の有効性については疑問との意見があり、一施設の

短期の検討で断言は出来ないが、無症状期での癌発見の努力は、必要と考える。
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〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症 例：７２歳、男性。

主 訴：胸部Ｘ線写真異常陰影

生活歴：タバコ指数 ４０本×５０年

既往歴、家族歴に特記すべきことなし。

現病歴：平成１１年の検診で胸部X線写真の異常陰影を指摘されたが放置していた。平

成１２年５月２３日の検診で同様の指摘を受け、近医を受診し、８月３日検査目

的で当院へ紹介となった。無症状である。

検査所見：末梢血、尿、一般生化学検査に異常なし。

CEA２．６ng／ml、CA１９―９４３．１U／ml、SCC抗原０．９ng／ml、サイトケラ

チン２．８ng／ml、呼吸機能VC３．４６L（１１４．６％）、FVC３．４２L（１１３．２％）、

FEV１．０２．０４L（５９．６％）

胸部Ｘ線写真、胸部CTで右S６に３．５㎝大の多結節性の腫瘤陰影を認め、

CTガイド下生検で癌、分類不能の診断を得て、手術を施行した。手術は、

右下葉切除、ND２aリンパ節郭清を行った。右S６に３．２×３．０×２．０㎝の低分

平成１２年度肺癌手術症例

症例 年齢 性 発見動機 部 位 大きさ 病期 組織 手 術

!１
!２
!３
!４
!５
!６
!７
!８
!９
!１０
!１１
!１２
!１３
!１４
!１５
!１６
!１７
!１８
!１９

４８

７８

７５

６８

７２

６１

７４

７３

７６

７０

６４

７３

４７

７１

６４

６０

６５

５９

６０

M

M

M

F

F

F

M

M

M

M

M

M

M

M

M

F

F

F

M

ドック

有症状

有症状

検診

有症状

ドック

有症状

他疾患

他疾患

有症状

他疾患

検診

検診

有症状

有症状

ドック

有症状

検診

検診

左S１＋２

右S１０

左S３

右S３

右S１０

右S２

右S５

右S８

右S６

右S６

左S１＋２

右S９

右S１

右S８．９

左S９

右S５

右S６

左S９

右S１

３．４㎝

８．０㎝

７．０㎝

２．０㎝

３．０㎝

３．７㎝

３．０㎝

１．５㎝

２．０㎝

５．０㎝

３．０㎝

２．０㎝

２．２㎝

５．８㎝

７．０㎝

１．９㎝

７．０㎝

１．５㎝

４．０㎝

Ⅰb

Ⅲb

Ⅱb

Ⅰa

Ⅰb

Ⅰb

Ⅲa

Ⅰb

Ⅰa

Ⅱb

Ⅰb

Ⅰa

Ⅱa

Ⅲa

Ⅲa

Ⅰa

Ⅲa

Ⅰb

Ⅱb

腺

扁

特

腺

腺

腺

大

腺

扁

扁

扁

扁

腺

扁

腺

腺

扁

腺

腺

左上葉切除

下葉、肝切除

左上葉切除

右上葉切除

右下葉切除

右上葉切除

右中葉切除

右下葉切除

S６区域切除

右下葉切除

S１＋２切除

右下葉切除

右上葉切除

右下葉切除

左下葉切除

右中葉切除

中下葉切除

左下葉切除

右上葉切除
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化扁平上皮癌、pT２N０M０、pStageIB、p０d０epm０（p０）という病理病期であっ

た。術後経過は良好である。

本症例は前年に検診で異常を指摘されたにもかかわらず、精密検査を行う

施設への受診をしなかった。１年後にようやく精査、手術となったが、病期

は１段階進んでしまったと考えられる。当院の５年生存率でいえば１５％の低

下である。

従来より、検診で異常をチェックされた場合のその後のfollow upが不明

であり、せっかくの検診も意義を半減させる結果となる。今後の検診チェッ

ク例の精密機関受診の有無を確認する制度の必要性を考えさせらた症例で

あった。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部第二外科 中 村 廣 繁

症 例：７３歳、女性。

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

臨床経過：平成１２年５月の検診で胸部Ｘ線上、左肺尖部に異常陰影を指摘された。平

成１０年、平成１１年の検診はＣ判定で今回の写真と比較すると、やや陰影の増

強はあるが大きな変化は認めなかった。精査の結果、胸部CTで異常を指摘

された左肺尖部は陳旧性石灰化陰影であったが、たまたま右側のS６に約２

㎝径のスリガラス陰影を認め、CTガイド下針生検で肺腺癌と診断された。

手術は胸腔鏡補助下の右肺下葉切除＋縦隔リンパ節郭清を施行した。病理検

査は高分化肺胞上皮型腺癌で、癌細胞は肺胞構築の改変なく進展し、野口分

類typeB、pT１N０M０、E０、D０、p０、PM０、stage IAと診断された。

本症例は検診で指摘された以外の部位から癌が発見されたため、いわゆる

!やぶにらみ"肺癌に相当する。しかも振り返って胸部Ｘ線を読詠しても、
異常を指摘するのは困難であるため、見落とし癌ではなく、偶然発見癌とい

うことになる。検診で発見された!やぶにらみ"肺癌は１）見落としやすい
部位に存在。２）既存肺疾患の存在。３）小型肺癌が多い。４）早期肺癌が

多い。５）予後がよいのでは？という特徴が考えられる。!やぶにらみ"肺
癌は発見されれば結果オーライであり、これは検診の一効果と考えてもよい

と思われる。従って、肺がん検診の精密検査においては、１）検診で発見さ

れた以外の部位にも注意を払って読詠すること。２）既存肺疾患の精査も含

めて、積極的にヘリカルCT精査を行うことが大切と考えられた。

―８４―



４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１２年８月５日（土） 午後３時３０分

場 所 西部医師会館

〔西部症例〕 提出者：日野病院 岡 野 一 廣

７８才、女性。

毎年６月に乳癌検診を受けていた。平成１１年６月も受診、特に異常は指摘されなかっ

た。本年１月頃左乳房の腫瘤に気づいたが放置、平成１２年６月２日乳癌検診を受け左乳

癌を疑われ、要精査となった。６月６日当院受診、左乳房AC領域に２㎝大の腫瘤を、

AB領域に２㎝大の結節を触知、腋窩リンパ節も１個固く触れた。マンモグラフィー、

超音波検査、穿刺吸引細胞疹で乳癌と診断した。７月３日、腫瘤は２㎝以下であったが、

マンモグラフィーで広範な微細石灰化を認めたため、胸筋温存乳房切除術を施行した。

病理診断では乳頭腺管癌で、病期Ⅲ（t１、n２、m０）であった。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 衣 笠 陽 一

平成１１年溝口町の依頼でマンモグラフィー同時併用検診を１７１名に行い１名の乳癌が

発見されたので報告した。症例は４１歳女性。平成１１年１１月１３日当院でマンモグラフィー

同時併用検診を受け要精査となった。

マンモグラフィーで右乳腺に石灰化が散在性に存在し、一部集簇した部位が認められ

た。触診では両側乳腺上外側に硬結を触知した。超音波エコーMRIでは特記すべき所見

は無かった。ステレオガイド下に集簇した石灰化部分の針生検を行い、捺印細胞診では

悪性が疑われたが永久組織診では判定不能との返事であった。しかし、放置は危険と考

えステレオガイド下にマーキングを行い集簇した石灰化した部位を円状部分切除を行っ

た。組織は非浸潤癌との結果であった。断端近傍まで癌細胞が及んでいたため、全麻下

に４分の１切除を行った。癌の遺残は無かった。

マンモグラフィー併用検診は乳癌の発見に有効であり、また、読影基準の徹底や検診

者のlevel upが必要不可欠であると思われた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 大 谷 眞 二

６４歳女性。

過去８年間、乳癌検診を受診していたが異常を指摘されたことはなかった。平成１２年

の乳癌検診で左乳房腫瘤を指摘され近医を受診した。左乳房A領域に２㎝の腫瘤が認め

られ、穿刺吸引細胞診が行われた。結果はclassⅡであったが、画像上悪性が疑われた
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ため、組織生検が行われた。結果は浸潤性乳管癌であった。諸事情で当科紹介となり、

左胸筋温存乳房切除術が行われた。切除された乳腺に癌組織の遺残はなかったが、術前

には指摘されなかった多数の腋窩リンパ節転移が認められた。本例では生検施設と手術

施設が別の医療機関であったこと、原発巣が小さかったことなどの理由で術前の検索が

不充分であった。乳癌の特性を把握した上で、医療機関間の密な連携が必要である。

―８６―



５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１２年８月２６日（土） 午後４時

場 所 中部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 秋 藤 洋 一

７２歳、女性

現病歴：平成１０年大腸癌検診にて便潜血陽性指摘されるも受診せず。平成１２年３月１３

日の大腸癌検診にて便潜血陽性指摘され、５月２４日当科初診。６月８日total

colonoscopyにてRbのⅠspを指摘。６月２６日注腸造影。７月６日EMR施行。

既往歴：特記事項なし

大腸内視鏡所見：直腸（Rb）に多房傾向で表面一部凹凸のあるⅠspを認めた。

注腸造影：直腸（Rb）に多房傾向のある隆起性病変を認め、はっきりとした側面変

形は認めなかった。

組織診断：well diff. adenocarcinoma

（CIS＋Tubulovillous adenoma／ly０ v０mw０）

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 佐 藤 徹

４６歳、男性。

７、８年前に大腸癌検診にて要精検とされ、大腸内視鏡検査を受け、ポリープを指摘

され、ポリペクトミーを受けた。以後２年おきに大腸内視鏡検査を受けていた。

平成１１年１１月２６日、大腸内視鏡検査。

バウヒン弁を取り囲むような表面顆粒状の隆起性病変を認めた。

平成１１年１２月１日、精査目的に入院。

平成１１年１２月６日、注腸造影検査。

バウヒン弁は腫大し、顆粒状の粘膜面が一部描出された。

平成１１年１２月８日、大腸内視鏡検査再検。

生検組織診断は、poorly differentiated adenocarcinoma.

平成１１年１２月２８日、右半結腸切除術施行。

バウヒン弁を取り囲む４×３．５㎝の病変、進達度は、ssであった。
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〔西部症例〕 提出者：博愛病院 山 藤 由 明

６７歳、女性

主 訴：自覚症状なし

既往歴：３３歳、甲状腺癌にて手術、４７歳、糖尿病

現病歴：平成１０年１１月の市大腸検診にて便潜血陽性を指摘され、精査を希望し、平成

１１年１月１２日当院外来受診した。

現 症：身長１５２㎝、体重４５㎏、血圧１４０／７０mmHg

頚部に手術痕を認める他は異常所見なし

臨床検査：便潜血＋／－、尿糖＋、FBS２２０㎎／dl、HbAlc８．４％、T―cho２４８㎎／dl

他異常値なし。CEA１．９㎎／ml、CA１９―９ ２．８U／ml

注腸造影：側面、斜位にてS状結腸に角状変形を伴う、立ち上がりの急峻で平坦な隆

起性病変を認めたが、他の写真では明らかな異常所見を指摘し得なかった。

大腸内視鏡所見：ヒダの集中を伴い、中央に陥凹を有す隆起病変を認め、また、空気

の増減により形状の変形は認めない。Ⅱa＋Ⅱc、sm massiveと診断。

切除標本：１０×１０㎜のⅡc

組織所見：Moderately differentiated adenocarcinoma, sm massve

今回の症例により大腸注腸造影の際、二重造影を確実に施行すること、及び、多方向

からの撮影の重要性を再認識した。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日時 平成１３年２月２４日（土） 午後４時

場所 中部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 松 田 裕 之

症 例：６８歳・女性。

既往歴：特記事項認めず

家族歴：特記事項認めず

現病歴：平成７年肝臓がん検診の際、Ｃ型慢性肝炎を指摘されて以来近医通院加療中、

平成１２年１０月超音波検査上肝SOLを指摘され、精査のため当院受診。

入 院 時 検 査 成 績：GOT５７U／l、GPT６５U／l、Alb ４．３g／dl、T. Bil ０．６㎎／dl、PT

１１３％、ICG８％、AFP８ng／ml

画像診断のまとめ：超音波検査 S３径１５㎜ hypo―echoic lesion

ダイナミックCT 同部 iso～high～iso

CT―AP 同部 defect（＋）

CT―A 同部 stain（＋）

DSA 同部 stain（＋）

以上より、Ｃ型慢性肝炎に合併した肝細胞癌と診断された。

診 断：肝細胞癌、T１・臨床病期１期

治 療：平成１２年１２月S３部分切除施行。腫瘍径１５×１４㎜、中分化型肝細胞癌、非癌

部は（F２、A２）の慢性肝炎像であった。

考 察：肝臓がん検診によりC型慢性肝炎を指摘され、定期超音波検査により小肝細

胞癌が診断された典型的症例。慢性肝炎症例のフォローアップにおける定期

超音波検査の重要性があらためて認識された。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 仙 田 哲 朗

８４歳、男性。

糖尿病で近医に通院中、上腹部に腫瘤を自覚し当院紹介となった。特に肝疾患を指摘

されたことは無く、輸血歴もなかった。

検査データでは軽度の肝機能異常を認める程度で、膠質反応も正常であったが、

PIVCA―Ⅱは４万３千と異常高値を示した。
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超音波では、肝左葉外側区から尾側に突出する径約１０㎝の腫瘤で、ダイナミックCT、

MR、血管造影、CTAP、CTAの総合画像診断から、腫瘤は小網から寄生栄養を受ける

肝左葉原発の肝癌で、右後区に肝内転移を有し膵浸潤はない状態と診断した。消化管か

らのfeederを有するためchemoembolizationでのコントロールは不可能となるため、高

齢ではあったが臨床病期Ⅰ期と全身状態も良好であり手術が施行された。腫瘍は、肝左

葉から有茎性に尾側に突出するEdmondsonⅡの原発性肝癌であった。四ヶ月後に転移

病巣のchemoembolizationが施行され経過良好である。

原発性肝癌の約１０％は、BC型肝炎ウィルスマーカーとは関係なく発症するものがあ

り、ウィルス肝炎肝硬変が基礎に内症例にも発症する事がある。本例では集学的治療で

腫瘍のコントロールが可能であったが、超音波検査等を行い早期発見に努め、手遅れに

ならないよう注意する必要がある。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 岸 本 幸 廣

最近１年間に経験した、巨大肝細胞癌を検討することにより、ウイルス性肝疾患の定

期的なfollow upの必要性ならびに重要性について報告する。

巨大肝細胞癌の定義は一般的に結節型、塊状型、び慢性型の肉眼的形態に関わらず、

腫瘍径が１０㎝以上のものとされている。対象は、平成１１年１０月から平成１２年９月までの

１２ヶ月間に経験した肝細胞癌症例３８例である。男性３３例、女性５例、年齢は３２歳から８３

歳までで、平均６２歳であった。ウイルス別症例数はＢ型１２例、Ｃ型２５例、NBNC型１例

である。肝細胞癌の大きさ別症例数は、巨大肝細胞癌は３８例中８例（２１％）、腫瘍径が

２㎝以下のいわゆる細小肝細胞癌は１６例（４２％）であった。肝細胞癌の大きさ別の経過

非観察率は、巨大肝細胞癌は８例中８例の全例が定期的な経過観察を受けていなかった。

逆に５㎝未満の肝細胞癌２６例中２３例（８９％）が定期的な経過観察がなされていた。検討

した１年間の期間内における、肝細胞癌の大きさ別死亡率を示す。巨大肝細胞癌は８例

中４例（５０％）が既に死亡されていて、死因は全て癌死であった。また死亡までの期間

は全例６ヶ月以内であった。５㎝未満では２６例中２例（８％）が死亡されていて、死因

はいずれも肝硬変による肝不全であった。

以上のように、巨大肝細胞癌は定期的な経過観察がなされていないウイルス性肝疾患

症例からの発見が多く、また癌が発見されてからの予後は非常に不良であった。なるべ

く小さな肝癌を見つけ、その予後をより良くするためには、定期的な経過観察が重要か

つ必要な事のひとつと考えられた。

症例呈示：７０歳、男性。主訴は胃もたれ感。飲酒歴、輸血歴はなし。平成８年の肝癌

検診にてHBs抗原陽性を指摘され、その後近医にて不定期に通院していた。近医初診時

既にseroconversionしており肝機能は正常範囲内であった。平成１２年７月胃のもたれ感
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で受診した際、AFPの上昇および腹部エコー検査にて肝腫瘤を指摘され、当科紹介入

院となった。腹部超音波検査では、肝臓全体にび慢性の肝内小結節および肝内構造の粗

造像がみられ、門脈本幹も殆ど腫瘍塞栓で占められていた。DSAでは、肝の両葉にび

慢性の腫瘍濃染像を認めた。CT―AP所見では肝の両葉にび慢性の低吸収域が多数認め

られた。び慢性肝細胞癌と診断し、リザーバーにて治療を行ったが、３ヶ月後に死亡さ

れた。その他、巨大肝細胞癌の２症例について症例を呈示した。

協力者：西向栄治、謝花典子、古城治彦、三浦邦彦、野坂仁愛、若月俊郎、竹林正孝、

鎌迫陽、谷田理
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

延べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

延べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

延べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

延べ数

（人）

胃 が ん １２ ２６ ５３２ ６ ２３ １６１ ２３ ２，９７２ ５５２ ４１ ３，０２１ １，２４５

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １４ ６７ １１ ５７ １３０ １０ ６５ ５７ ２５ １３６ ２５４

乳 が ん １ ８ ５０ １ ３ ２４ １ ９ ５３ ３ ２０ １２７

大腸がん ９ １１ ３６６ ６ １１ １６３ ２３ ３５９ ５５２ ３８ ３８１ １，０８１

合 計 ２６回 ２４回 ５７回 １０７回
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健

康対策協議会各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理

上、各がん検診精密検査医療機関登録の登録基準について、統一基準が決定致しました。

これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱等が次のとおり改正され、平

成１１年度以降の登録更新から適用することになりました。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受付ます。ご不明の点が

ありましたら、鳥取県健康対策協議会事務局（!０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下され
ば幸いです。

記

１．改正の要点

"１ 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準

を満たしたものについてのみ登録する。

"２ 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブ

ロック学会等は３点とする。

"３ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改

正を行う。

"４ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

"５ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

名 称 更 新 日 手続実施時期 従 事 者 講 習 会 等
受講点数対象期間

胃 が ん Ｈ１５．４．１～ Ｈ１４年度中 Ｈ１２．４．１～Ｈ１５．３．３１

子 宮 が ん Ｈ１５．４．１～ Ｈ１４年度中 Ｈ１２．４．１～Ｈ１５．３．３１

肺 が ん Ｈ１４．４．１～ Ｈ１３年度中 Ｈ１２．４．１～Ｈ１４．３．３１

乳 が ん Ｈ１４．４．１～ Ｈ１３年度中 Ｈ１１．４．１～Ｈ１４．３．３１

大 腸 が ん Ｈ１４．４．１～ Ｈ１３年度中 Ｈ１１．４．１～Ｈ１４．３．３１

肝 臓 が ん Ｈ１６．４．１～ Ｈ１５年度中 Ｈ１３．４．１～Ｈ１６．３．３１

※大腸がん、肝臓がんは更新日から３年間、その他は更新日から２年間を登録期間とする。
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協

議会の各部会と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重

ね、会長の言葉にもあるように一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批

判を戴くための報告書の第７報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。こ

の点においても参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容

となっておりますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々御助言を戴きました。厚く

御礼申し上げます。平成１３年度は新しくアレルギー性疾患対策専門委員会を設置してお

ります。

最後に、発刊に際し、今年度は県医師会理事明島淳亮先生、宮!博実先生には大変な

御苦労をおかけしました。また、県医師会事務局の岩垣陽子さん、小林昭弘さんには何

時もの様に強力なお手伝を頂きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 本 公 男
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